
2016

建
築
人 

1
2016

建
築
人 

2
2016

建
築
人 

3

建
築
人 

4
2016

建
築
人 

5
2016

建
築
人 

6
2016

建
築
人 

7
2016

建
築
人 

8
2016

建
築
人 

9
2016

建
築
人 

10
2016

建
築
人 

11
2016 2016

建
築
人 

12

建
築
人 

1
2017 2017

建
築
人 

2

建
築
人 

3
2017

建
築
人 

4
2017 2017

建
築
人 

5

建
築
人 

6
2017

建
築
人 

7
2017

建
築
人 

8
2017

建
築
人 

9
2017

建
築
人 

10
2017

建
築
人 

11
2017 2017

建
築
人 

12

2018

建
築
人 

1
2018

建
築
人 

2
2018

建
築
人 

3
2018

建
築
人 

4
2018

建
築
人 

5
2018

建
築
人 

6

2018

建
築
人 

7
2018

建
築
人 

8
2018

建
築
人 

9
2018

建
築
人 

10
2018

建
築
人 

11
2018

建
築
人 

12

1
2012 No.571

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

2
2012 No.572

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

3
2012 No.573KENCHIKUJIN SINCE1964

建築人

建
築
人 

４
2012

建
築
人 

５
2012

建
築
人 

６
2012

建
築
人 

７
2012

建
築
人 

８
2012

建
築
人 

９
2012

建
築
人 

10
2012

建
築
人 

11
2012

建
築
人 

12
2012

建
築
人 

1
2013

建
築
人 

2
2013

建
築
人 

3
2013

建
築
人 

4
2013

建
築
人

2006－01
創刊号

建
築
人 

5
2013

建
築
人 

6
2013

建
築
人 

7
2013

建
築
人 

8
2013

建
築
人 

9
2013 2013

建
築
人 

10
2013

建
築
人 

11
2013

建
築
人 

12

建
築
人 

1
2014

建
築
人 

2
2014

建
築
人 

3
2014

建
築
人 

4
2014

建
築
人 

5
2014

建
築
人 

6
2014

建
築
人 

7
2014

建
築
人 

8
2014

建
築
人 

9
2014

建
築
人 

10
2014 2014

建
築
人 

11
2014

建
築
人 

12

建
築
人 

1
2015

建
築
人 

2
2015

建
築
人 

3
2015

建
築
人 

4
2015

建
築
人 

5
2015

建
築
人 

6
2015

建
築
人 

7
2015

建
築
人 

8
2015

建
築
人 

9
2015

建
築
人 

10
2015 2015

建
築
人 

11

建
築
人

2006－01
創刊号 建

築
人

2006－02 建
築
人

2006－03 建
築
人

2006－04 建
築
人

2006－05 建
築
人

2006－06 建
築
人

2006－07 建
築
人

2006－08

建
築
人

2006－09 建
築
人

2006－10 建
築
人

2006－11 建
築
人

2006－12 建
築
人

2007－01 建
築
人

2007－02 建
築
人

2007－03 建
築
人

2007－04

建
築
人

2007－05 建
築
人

2007－06 建
築
人

2007－07 建
築
人

2007－08 建
築
人

2007－09 建
築
人

2007－10 建
築
人

2007－11 建
築
人

2007－12

建
築
人

2008－01 建
築
人

2008－02 建
築
人

2008－03 建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.526 2008.04

建築士のあり方と建築士法の改正

未来路女性病院

視えなかった自画像
超高層建築の可能性について
制震技術適用における構造設計者の取り組み

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.527 2008.05

改正法と専攻建築士制度との連携

ふんだんな教会

原　　風　　景
千里ニュータウンの再生課題
ニュータウン再生計画モデル試論

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.528 2008.06

資格取得における実務経験について

セブランス・ユバ外科

「建築のつかまえ方」
ニュータウン再生計画モデル試論
ニュータウン再生への処方箋

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.529 2008.07

改正建築士法の課題とこれからの建築士像①

ヌリマル APECハウス

建 築 と 写 真
環境共生建築………エコロジカルな学校建築の姿
環境建築のパッシブ型エネルギーフロー設計法

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.530 2008.08

改正建築士法の課題とこれからの建築士像②

PENIEL教会教育館

建 築 の 快 楽
懐 か し い 未 来

クリエイティブなオフィスをつくる

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.531 2008.09

建築士と建築士事務所すなわち資格と業について

釜山地方報勳庁舍

建 築 の 記 憶
高齢者住宅の普及状況と課題

介護老人吹田竜ケ池ホーム・高齢者向け竜ケ池ハウスの計画事例福祉施設　　　　　　　　　　　　　　　　  優良賃貸住宅

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.532 2008.10

新制度 構造設計一級建築士に期待する

五六島を形象化した南区庁舍

心 に 残 る 風 景
構造デザインの可能性

建築デザインとテクノロジーの融合－“アーキニアリング・デザイン展2008”のめざすもの

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.533 2008.11

建築設備設計技術者の資格について

釜山女性家族開発院

建 築 の 構 造 と 光
商業施設のリファイン建築「クイズ溝の口」

再 生 す る 建 築

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.534 2008.12

これからの建築教育 建築士制度改正を見据えて

自然の建築・建築の自然

建 築 と 材 料
高強度・高性能コンクリートの実施例－The Kitahama Tower－

ひび割れのないコンクリートの造り方／
コンクリートの性質と打設の要点

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.535 2009.01

設計施工一括方式と建築士

文化ゴルモック（路地）

建 築 と 物 語
素材としてのコンクリートの魅力と可能性について
コンクリートの養生／硬化コンクリートの品質確認

（ ま ち ）

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.536 2009.02

改正建築基準法の施行と今後の建築行政について

Gallery 眼 鏡

「空虚な華やかさ」
鉄筋コンクリート構造とは

コンクリート構造物の品質と美観を左右する締固め作業

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.537 2009.03

建築士制度の見直しについて

Rak'nWok（Chinese restaurant）

生 き つ づ け る 建 築
外断熱工法のよりいっそうの普及をはかるには
「外断熱からはじまるマンション選び」

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.538 2009.04

建築士に期待すること：耐震偽装事件をうけて
前川國男自邸－木造モダニズムに託されたもの

安 住 の 家

卒業設計に見るビルディングタイプ
京阪電車中之島線が拓くまちづくり
街のブランディングと中之島の粋（エスプリ）

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.539 2009.05

建築士の覚悟を問う
震災の教訓と建築士の役割

神奈川県立図書館・音楽堂―「一筆書き」の空間構成へ
保健所及び開かれた空間

設計事務所の名前
耐震化の促進に向けて

大地震を受ける超高層建物の被害軽減を目的とした
E-ディフェンス実験

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.540 2009.06

一億総住育のすすめ
聖アンセルモ教会－簡素であることの豊かさ
中小企業職業訓練人力開発センター

日本建築学会賞の受賞年齢
省エネ法の改正概要とこれからの住宅の省エネルギー
日本の常識は世界の非常識

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.541 2009.07

大学院・インターンシップ制度について
旧・井上房一郎邸-レーモンドの空間を今に伝える

釜山広域市東区庁舎

建築における地域格差
ICT化が学校を変える－「スクール・ニューディール構想」の意義と可能性
意匠論－建築と疲労－量を担った技術を考える

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.542 2009.08

これこそ「偽装列島ニッポン」に相応しい建築行政か
大阪新歌舞伎座－村野藤吾の自在なデザインの妙
KONGSBERG Maritime Korea

シュリンクする建築設計業
一般照明用LEDの技術動向
CASBEEと地球温暖化問題

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.543 2009.09

バリアフリー改修と改正建築基準法について
高島屋東京店増築－華麗なる増築デザイン

G カ フ ェ

グーグルで見るモダニズムの巨匠
日常災害と建築デザイン

高齢者の居住の安定確保に関する法律の一部を改正する法律の概要

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.544 2009.10

建築士会としての気概に期待しつつ
北國銀行武蔵ヶ辻支店－初期作品の意味

美 笑 療 養 病 院

どこへ行く？建築家の留学先
適材適所による「ハイブリッド構造」
インスタレーションが示唆するもの

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.545 2009.11

構造設計一級建築士の課題と展望
神奈川県立近代美術館－モダニズム精神の結晶

金明女子高等学校

増加する建築展覧会
集住体デザインの可能性について
住まいの総体が描きだす「建築美」をめざして

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.546 2009.12

制度の上に胡座を構く
旧・飯箸邸̶帰国後の第一作に込められたもの

履 道 斎

どちらに座る？東海道新幹線
伝統的木造構法と現代

身近な文化財を活かすために

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.547 2010.01

建築デザインと地域と建築士
大学セミナー・ハウス－群造形に込められたもの
釜山市中区 青少年文化の家

「良いクライアント」の条件
南海ターミナルビル再生計画 デベロッパーの立場から

南海ターミナルビル再生計画 設計者の立場から

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.548 2010.02

職能としての建築家の役割
国立西洋美術館－ル・コルビュジエが託したもの
バルドロプ（Waldorf）リンゴの木学校

これからの10年間に出る本
新しいデザインの潮流

自然と人がつくる循環する建築

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.549 2010.03

建築士と建築士会がなすべきこと
名護市庁舎－建築の原風景を求めて

抽象的自然－自然的空間

建築学科の人気失墜？
伝統建築を保存する技と知恵
時代を継承し、共鳴し合う小林聖心女子学院校舎群

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

水 都 創 生

記憶の建築

No.550 2010.04

ウォーターフロント開発の変遷と今後の展望
聖クララ教会－戦後復興の祈りの空間

匠 と 道 具
街の再生、都市の再生－その多様化と仕組み

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

「界」の建築家　石井 修

記憶の建築

No.551 2010.05

－インタビューを振り返って－
広島平和記念資料館－平和をつくる工場

建築と用材－道具と製材の歴史－
引き継いでゆく「水都大阪」

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

水 都 創 生

記憶の建築

No.552 2010.06

水辺の風景づくりの今
世界平和記念聖堂－時間に耐える祈りの空間

大 工 の 技
マーケット・リサーチによる「太陽光パネル普及推進の光と影」

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

建築士の心構え

記憶の建築

No.553 2010.07

遊び心で「余白」をつくろう
戦没学徒を記念する広場－思考の空間を築く

適 材 適 所
イノベーションから見た都市環境のあり方

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

水 都 創 生

記憶の建築

No.554 2010.08

水都大阪のまちづくりの展望と課題
愛知県立芸術大学－丘の上の原っぱと建築群

工 匠 と 儀 式
上本町YUFURA建設工事（上本町新歌舞伎座ビル）

建
築
人 

12
2015

建築人No.559 2011.01

工匠の技と心

テクノロジー

「界」の建築家

記憶の建築

「目神山の家3」 明日に伝える「住み続けていく」という理念
森五商店東京支店－デビュー作に託されたもの

削 る
古代を解く：唐招提寺金堂の保存修理を終えて

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

水都創生

記憶の建築

海洋大国としての認識の必要性
法政大学55・58年館－自由な精神を宿す空間

千代鶴と江戸熊の鑿
古い団地住棟のスケルトン改修

No.560 2011.02 建築人
工匠の技と心

テクノロジー

建築士の心構え

記憶の建築

ムラの住まいを考える－和歌山での題材を通して
京都会館－そのたたずまいに込められたもの

堂宮大工  －時代を超えて受け継ぐもの－
既存超高層建物の長周期地震動対策

No.561 2011.03 建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

4
2011 No.562

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

5
2011 No.563

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

6
2011 No.564

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

7
2011 No.565

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

8
2011 No.566

9
2011 No.567

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

10
2011 No.568

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

11
2011 No.569

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

12
2011 No.570

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

建
築
人

2006－01
創 刊号 建

築
人

2006－02 建
築
人

2006－03 建
築
人

2006－04 建
築
人

2006－05 建
築
人

2006－06 建
築
人

2006－07 建
築
人

2006－08 建
築
人

2006－09 建
築
人

2006－10 建
築
人

2006－11 建
築
人

2006－12

建
築
人

2007－01 建
築
人

2007－02 建
築
人

2007－03 建
築
人

2007－04 建
築
人

2007－05 建
築
人

2007－06 建
築
人

2007－07 建
築
人

2007－08 建
築
人

2007－09 建
築
人

2007－10 建
築
人

2007－11 建
築
人

2007－12

建
築
人

2008－01 建
築
人

2008－02 建
築
人

2008－03 建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.526 2008.04

建築士のあり方と建築士法の改正

未来路女性病院

視えなかった自画像
超高層建築の可能性について
制震技術適用における構造設計者の取り組み

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.527 2008.05

改正法と専攻建築士制度との連携

ふんだんな教会

原　　風　　景
千里ニュータウンの再生課題
ニュータウン再生計画モデル試論

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.528 2008.06

資格取得における実務経験について

セブランス・ユバ外科

「建築のつかまえ方」
ニュータウン再生計画モデル試論
ニュータウン再生への処方箋

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.529 2008.07

改正建築士法の課題とこれからの建築士像①

ヌリマル APECハウス

建 築 と 写 真
環境共生建築………エコロジカルな学校建築の姿
環境建築のパッシブ型エネルギーフロー設計法

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.530 2008.08

改正建築士法の課題とこれからの建築士像②

PENIEL教会教育館

建 築 の 快 楽
懐 か し い 未 来

クリエイティブなオフィスをつくる

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.531 2008.09

建築士と建築士事務所すなわち資格と業について

釜山地方報勳庁舍

建 築 の 記 憶
高齢者住宅の普及状況と課題

介護老人吹田竜ケ池ホーム・高齢者向け竜ケ池ハウスの計画事例福祉施設　　　　　　　　　　　　　　　　  優良賃貸住宅

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.532 2008.10

新制度 構造設計一級建築士に期待する

五六島を形象化した南区庁舍

心 に 残 る 風 景
構造デザインの可能性

建築デザインとテクノロジーの融合－
“アーキニアリング・デザイン展2008”のめざすもの

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.533 2008.11

建築設備設計技術者の資格について

釜山女性家族開発院

建 築 の 構 造 と 光
商業施設のリファイン建築「クイズ溝の口」

再 生 す る 建 築

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.534 2008.12

これからの建築教育 建築士制度改正を見据えて

自然の建築・建築の自然

建 築 と 材 料
高強度・高性能コンクリートの実施例

－The Kitahama Tower－

ひび割れのないコンクリートの造り方／
コンクリートの性質と打設の要点

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.535 2009.01

設計施工一括方式と建築士

文化ゴルモック（路地）

建 築 と 物 語
素材としてのコンクリートの魅力と可能性について
コンクリートの養生／硬化コンクリートの品質確認

（ ま ち ）

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.536 2009.02

改正建築基準法の施行と今後の建築行政について

Gallery 眼 鏡

「空虚な華やかさ」
鉄筋コンクリート構造とは

コンクリート構造物の品質と美観を左右する締固め作業

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.537 2009.03

建築士制度の見直しについて

Rak'nWok（Chinese restaurant）

生 き つ づ け る 建 築
外断熱工法のよりいっそうの普及をはかるには
「外断熱からはじまるマンション選び」

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.538 2009.04

建築士に期待すること：耐震偽装事件をうけて
前川國男自邸－木造モダニズムに託されたもの

安 住 の 家

卒業設計に見るビルディングタイプ
京阪電車中之島線が拓くまちづくり
街のブランディングと中之島の粋（エスプリ）

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.539 2009.05

建築士の覚悟を問う
震災の教訓と建築士の役割

神奈川県立図書館・音楽堂―「一筆書き」の空間構成へ
保健所及び開かれた空間

設計事務所の名前
耐震化の促進に向けて

大地震を受ける超高層建物の被害軽減を目的とした
E-ディフェンス実験

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.540 2009.06

一億総住育のすすめ
聖アンセルモ教会－簡素であることの豊かさ
中小企業職業訓練人力開発センター

日本建築学会賞の受賞年齢
省エネ法の改正概要とこれからの住宅の省エネルギー
日本の常識は世界の非常識

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.541 2009.07

大学院・インターンシップ制度について
旧・井上房一郎邸-レーモンドの空間を今に伝える

釜山広域市東区庁舎

建築における地域格差
ICT化が学校を変える－「スクール・ニューディール構想」の意義と可能性
意匠論－建築と疲労－量を担った技術を考える

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.542 2009.08

これこそ「偽装列島ニッポン」に相応しい建築行政か
大阪新歌舞伎座－村野藤吾の自在なデザインの妙
KONGSBERG Maritime Korea

シュリンクする建築設計業
一般照明用LEDの技術動向
CASBEEと地球温暖化問題

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.543 2009.09

バリアフリー改修と改正建築基準法について
高島屋東京店増築－華麗なる増築デザイン

G カ フ ェ

グーグルで見るモダニズムの巨匠
日常災害と建築デザイン

高齢者の居住の安定確保に関する法律の一部を改正する法律の概要

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.544 2009.10

建築士会としての気概に期待しつつ
北國銀行武蔵ヶ辻支店－初期作品の意味

美 笑 療 養 病 院

どこへ行く？建築家の留学先
適材適所による「ハイブリッド構造」
インスタレーションが示唆するもの

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.545 2009.11

構造設計一級建築士の課題と展望
神奈川県立近代美術館－モダニズム精神の結晶

金明女子高等学校

増加する建築展覧会
集住体デザインの可能性について
住まいの総体が描きだす「建築美」をめざして

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.546 2009.12

制度の上に胡座を構く
旧・飯箸邸̶帰国後の第一作に込められたもの

履 道 斎

どちらに座る？東海道新幹線
伝統的木造構法と現代

身近な文化財を活かすために

建築人
　工匠の技と心「界」の建築家　石井 修

記憶の建築

No.555 2010.09

－「目神山の家７」のたどった稀有な足跡－
旧・秋ノ宮村役場－山里の朗らかな近代建築

大 工 の く ら し

建築人No.556 2010.10

工匠の技と心

テクノロジー

水 都 創 生

記憶の建築

都市における水辺空間の創造
ホテルフジタ京都－生き続ける建築とは何か

はかる・しるす －墨掛道具－
低炭素社会と“ZEB”

建築人No.557 2010.11

工匠の技と心

テクノロジー

建築士の心構え

記憶の建築

「自分の役割」を考えながら行動する
京都大学総合体育館－空間造形の根源を求めて

挽き切る －鋸－
カタツムリに学ぶ住宅材料の防汚・抗菌技術

建築人No.558 2010.12

工匠の技と心

テクノロジー

水都創生

記憶の建築

「イギリスの水辺都市再生」から見た大阪湾の可能性
倉敷アイビースクエア－過去と未来をつなぐ

うがつ（穿つ）
東京スカイツリーの構造設計

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.547 2010.01

建築デザインと地域と建築士
大学セミナー・ハウス－群造形に込められたもの
釜山市中区 青少年文化の家

「良いクライアント」の条件
南海ターミナルビル再生計画 デベロッパーの立場から

南海ターミナルビル再生計画 設計者の立場から

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.548 2010.02

職能としての建築家の役割
国立西洋美術館－ル・コルビュジエが託したもの
バルドロプ（Waldorf）リンゴの木学校

これからの10年間に出る本
新しいデザインの潮流

自然と人がつくる循環する建築

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.549 2010.03

建築士と建築士会がなすべきこと
名護市庁舎－建築の原風景を求めて

抽象的自然－自然的空間

建築学科の人気失墜？
伝統建築を保存する技と知恵
時代を継承し、共鳴し合う小林聖心女子学院校舎群

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

水 都 創 生

記憶の建築

No.550 2010.04

ウォーターフロント開発の変遷と今後の展望
聖クララ教会－戦後復興の祈りの空間

匠 と 道 具
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。
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INFORMATION

第５回 国際茶楼
「蒼き国モンゴルⅡ～ゲル体験」報
告会
1/25　CDP 2単位（予定）

今年９月に実施した建築士会海外研修旅行の
報告会を行います。佐藤紀子氏（モンゴル国文
化大使）を迎え「ノモンハン事件（満州国とモン
ゴル人民共和国との国境紛争）」の話をお聞き
します。スライドショーではモンゴルの建築・文化
およびゲル体験を皆様にお伝えしたいと思いま
す。レンチン・アマルバヤル氏（モンゴル国立馬
頭琴交響楽団 首席演奏家）ファミリーによる
草原のチェロと呼ばれる馬頭琴の美しい音色を
お楽しみください。
日時　1月25日（金）　18：00～20：00
会場　La Paz（天神橋筋６丁目）
定員　50名（申込先着順）
参加費　会員2,000円　会員外2,500円
　　　　学生･大阪府建築士会新入会員
　　　　（2017年度以降入会）　無料
懇親会　会費4,000円（予定）

ちょっと知りたい建築セミナー
庭づくり入門！「テラリウム体験」
～ガラスの中の小宇宙～
1/26　ＣＰＤ3単位（予定）

以前から好評の、（株）荒木造園設計の敷地
内見学と、ガラス瓶の中の庭づくり「テラリウム
体験」セミナーです。池田市にある本社敷地内
は、同社創設者の荒木芳邦氏が造園を介して
伝えたかった「楽しさ、驚き、喜び、高ぶり、安ら
ぎ」が見事に具現化されています。また、「ガラ
スの中の小宇宙」と注目されている「テラリウ
ム」を通して庭づくりを体験。各自の作品をお持
ち帰りいただきます。
日時　1月26日（土）　13：30～16：00
会場　㈱荒木造園設計（池田市鉢塚2-10-11）
講師　㈱荒木造園設計　造園設計担当者
参加費　会員3,500円　会員外4,000円
　　　　※基本材料費1つ分を含む
定員　30名（申込み先着順）

公益社団法人大阪府建築士会・大阪弁護士会共催
建築紛争セミナー3（鑑定業務支援委員会セミナー）

「建築紛争における現地調査のあ
り方と心得」
2/1　CPD2単位（予定）

本会では建築紛争解決や鑑定に必要な専門
知識をもつ人材の育成に力を注いでいます。今
回は現地調査について、初動時の対応方法・
裁判や調停における現地調査のあり方、裁判
所の調停員やADRなどでの専門家として関与し
た場合の現地調査の対応方法などについて、
弁護士と建築士の対談方式で説明いたします。
日時　2月1日（金）　18：00～20：00
会場　大阪弁護士会館
　　　（大阪市北区西天満1-12-5）
参加費　無料
定員　100名（申込み先着順）

地域委員会（北摂）・国際委員会・シニアサロ
ン・ヘリテージ委員会合同企画
竹中大工道具館見学
3/16　CPD3単位（予定）

ヘリテージを支えてきた伝統的な大工道具の
実際と建築としての竹中大工道具館を見学し
ます。そして企画展（SOMA 日本の森と素木の
家具）も鑑賞します。大工道具や版築などにつ
いて、同館スタッフの方々に解説していただき、
伝統的な建築技術の歴史と建築の世界に触
れたいと思います。その後、旧神戸ユニオン教会

（現フロインドリーブ、ヴォーリズ設計）も見学し
ます。
日時　3月16日（土）　13：00～16：30
会場　竹中大工道具館、旧神戸ユニオン教会
定員　40名程度
参加費（入館料込み）
　学生500円　
　会員・ヘリテージマネージャー1,000円
　会員外1,500円　

大阪地域貢献活動分科会
2019年度助成対象活動募集

建築士と地域住民等が連携して進めるまちづく
りなどの地域貢献活動に対して、本会が活動
費の助成などを行います。
募集締切　3月20日（火）
対象とする活動

原則として建築士と地域住民等で構成する
団体が、地域住民等と連携して進める地域
貢献活動で、営利を目的としていない活動。

助成額　1件の助成額は30万円を限度
※募集案内は今月号に同封しています。

木質系大スパン建築物の可能性
3/30　CPD3単位(予定)

木質系大スパン建築物のこれからの可能性を
構造・デザインの両面からご説明すると共に、木
造でも大スパン建築が十分可能であること等
実例を交えてご紹介します。
また一般流通材とプレカットを用いることにより
経済的かつ合理的に建築された木造建築物
について各工法をご紹介しながら解説します。
木質系建築の新しい可能性について知って頂
き、実務にぜひお役立て下さい。
日時　3月30日（土）　14：00～17：10
会場　近畿中国森林管理局
内容

1.大スパン木造の構造デザイン手法と実施例
　講師　稲山正弘
2.事例紹介1　木質トラス　プライムトラス㈱
3.事例紹介2　木と鉄の複合梁
　パナソニックアーキスケルトンデザイン㈱
4.事例紹介3　木造トラス　㈱ATA 

定員　80名（定員に達し次第締切）
受講料　建築士会会員1,000円
　　　　一般2,000円　学生500円
懇親会費用別途

平成30年度大阪府ヘリテージマネージャー
ステップアップ講座第1回

「歴史的都市性の価値を保全する変化」
2/14　CPD2単位（予定）

日時　2月14日（木）　18：30～20：30
講師　神戸芸術工科大学教授　小浦久子
会場　大阪倶楽部3号会議室
定員　50名程度（申込先着順）
参加費　会員・大阪府ヘリテージマネージャー

育成講座受講生500円
　　　　会員外1,000円

建築士の会 やお・かしわら+東大阪
八尾市立「志紀おおぞらこども園」
見学会
2/16　CPD2単位

園舎の中央に2層吹き抜けのランチホールを配
し、吹き抜けの上部には室内から空を感じられ
る高窓が設けられています。広がりを感じる園舎
とすることで、園児の伸びやかな成長を促す造
りとされています。是非ご参加ください。
日時　2月16日（土）　受付10：00～
　　　見学　10：30～12：00（予定）
集合　志紀おおぞらこども園玄関前
　　　八尾市志紀町西2-1-10
最寄駅　JR大和路線志紀駅（下車徒歩約13分）
参加費　会員1,000円　会員外1,500円
定員　30名（申込先着順）
設計・監理　（株）東畑建築事務所 大阪事務所
施工者　（株）三栄建設

シニアサロン第66回－専門医に学ぼう編－
貴方の腎臓は大丈夫??!
2/21

腎臓について、日頃疑問に思っていることを、栗
原先生が解りやすく説明してくださいます。
日時　2月21日（木）　15：30～17：30
会場　大阪府建築士会会議室
講師　栗原陽次郎医師
定員　50名
参加費　会員1,000円　会員外 1,500円
懇親会参加費　5,500円

ニューヨーク海外研修
「グランド・ゼロからのスタート」
2/21～26　CPD申請中

今回はニューヨークを訪ねグランドゼロでの献
花、4WTC見学、美術館巡りの他、ゴスペルク
ワイヤの鑑賞等を楽しみます。また現地で働く
技術者の方 と々の交流、情報交換等のひと時
も持つ予定です。
日時　2月21日（木）～26日（火）
訪問地　アメリカ合衆国　ニューヨーク
参加費　285,000円（10名以上の場合）
※飛行機､ホテル､一部の食事代含む。

（但し、燃油サーチャージ､空港利用税等は別途）
視察先　グランドゼロ､4WTC､メトロポリタン
　　　　美術館､グッゲンハイム美術館他

地域委員会（大阪市東）・ヘリテージ委員会共同企画
登録有形文化財「佃家煎茶室 主屋・
土蔵（一茶庵宗家九如艸堂）」見学会
2/2　CPD3単位（予定）

“煎茶”をご存知でしょうか? そして、大阪にもその
家元がいらっしゃることをご存知でしょうか?通常は
非公開の数寄屋意匠を基調とした登録有形文化
財「佃家煎茶室主屋・土蔵」（一茶庵 家元稽古
場）の見学と一茶庵宗家嫡承の佃 梓央（つくだ 
しおう）氏より「煎茶室について」のお話を今回特
別にお願いしました。（煎茶体験はこざいません。）
日時　2月2日（土）　14：30～17：00
　　　14：00より受付開始、現地集合
会場　一茶庵 家元稽古場
　　　大阪市中央区大手通1-1-1
参加費　会員・大阪府ヘリテージマネージャー

育成講座受講生1,500円
　　　　会員外2,500円
定員　30名（申込先着順）
見学会終了後懇親会を行います。（希望者のみ）
　17：30～19：30
　場所　すし居酒屋 両国 花の舞 谷町四丁目店
　参加費　3,500円（予定）

ヘリテージ スキルアップ講座
地域の歴史ある風景を守る
～歴史的建築物の保存活用～
2/3　CPD3単位（予定）

歴史的建築物保存活用とヘリテージマネー
ジャーの役割、文化財保護法の改正などをテー
マに講演およびパネルディスカッション（京都
市、神戸市の事例紹介など）を行います。
日時　2月3日（日）　14：00～17：00（予定）
講師　工学院大学教授　後藤治 
　　　京都市・神戸市保存活用・景観政策担当（予定）
会場　大阪府立中之島図書館本館
定員　50名（申込先着順）
参加費　会員・大阪府ヘリテージマネージャー

育成講座受講生1,000円
　　　　会員外1,500円　学生500円

平成30年度大阪府ヘリテージマネージャー
ステップアップ講座第2回

「（仮）村野藤吾作品見学と歴史的建
造物の構造について in 関西大学」
3/9　CPD4単位（予定）

関西大学内の村野藤吾作品を見学し、歴史的
建造物の構造についての材料実験を西澤研
究室で拝見します。
日時　3月9日（土）　13：00～17：00
　　　受付12：30 より
会場　関西大学　定員　50名（申込先着順）
参加費　会員・大阪府ヘリテージマネージャー
育成講座受講生 500 円
　　　　会員外1,000円
村野藤吾作品見学と解説（関西大学構内）
講師　関西大学准教授　橋寺知子
歴史的建造物の構造について（西澤研究室にて）
講師　関西大学教授　西澤英和
見学会終了後懇親会を行います。（希望者のみ）
　場所　未定
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INFORMATIONの詳細は本会ホームページに掲載しています。 本会の事業はホームページから申込できます。 http://www.aba-osakafu.or.jp/
【大阪府建築士会】 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5階  メール info@aba-osakafu.or.jp TEL.06-6947-1961 FAX.06-6943-7103

建築士法にもとづく建築技術講習会
中大規模木造設計セミナー
2/28　CPD4単位

「公共建築物の木材利用促進法」が2010年に
施工され、低層の公共建築物などは原則として
木造化、木質化することが義務付けられました。
本セミナーでは、文部科学省の「JIS A 3301 
木造校舎の構造設計標準」に基づき、流通材
と住宅用の一般的プレカットを活用することで
鉄骨と価格的に競合でき、意匠設計者であって
も比較的容易に中大規模の木造建築物の設
計が行える設計指針を解説いたします。この指
針は、校舎をはじめ福祉施設、倉庫、事務所な
ど一般用途の施設の設計も対象としています。
なお、本セミナーはDVDによる講習となります。
日時　2月28日（木）　13：00～17：10
会場　CIVI北梅田研修センター　505号室
定員　60名（定員に達し次第締切）
受講料　2,000円

建築士法にもとづく建築技術講習会
大江一夫の設計術を学ぶ
－夙川から六麓荘の実作を巡りながら－
3/16　CPD3単位（予定）

多数の賞を受賞されている建築家 大江一夫
氏の作品を巡る見学会を開催致します。
本見学会では、夙川駅近辺にある複数の作品
を巡るだけでなく、一部作品の内覧や大江氏の
話を直接お伺いすることができる時間を設けて
おります。
日時　3月16日（土）　13：00～16：00
集合場所　阪急夙川駅南口　
定員　30名（定員に達し次第締切）
受講料　建築士会会員　3,000円
　　　　後援団体会員　4,000円
　　　　一般　5,000円

建築士の会 やお・かしわら+東大阪
八尾市立「南山本せせらぎこども
園」見学会
1/19　CPD2単位

広く東西道路に面した敷地形状と園舎配置
を活かし、川をイメージした手すりが2階バルコ
ニーに計画されています。また、園舎中央部の
オープンスペースには、大階段と吹き抜けが設
けられ、中廊下でありながら明るく開放感のある
空間とされています。是非ご参加ください。
日時　1月19日（土）　受付10：00～
　　　見学　10：30～12：00（予定）
集合　南山本せせらぎこども園玄関前
　　　八尾市山本町南3-1-39
　　　（近鉄大阪線河内山本駅下車、南へ約
　　　 0.5㎞、徒歩約5分）
参加費　会員1,000円　会員外1,500円
定員　30名（申込先着順）
設計・監理　（株）大和建築事務所
施工者　シマ・龍華特定建設工事共同企業体

建築士法にもとづく法定講習会
平成30年度建築士定期講習
2/21、3/18、3/29　CPD各6単位

建築士法の規定により、建築士事務所に所属
するすべての建築士は3年以内ごとに定期講
習を受講しなければなりません。本年度は平成
27年度に本講習を受講された方や、建築士試
験に合格された方が対象となります。未受講者
は懲戒処分の対象となりますので必ず年度内
に受講してください。
日程・会場・定員
※2/21（木） 大阪国際会議場　　　300名
　3/18（月） 大阪国際交流センター  200名
　3/29（金） 大阪府建築健保会館　 90名
時間　9：25～17：00（各講習日共）
受講料　12,960円（消費税含。事前振込）
申込書配布場所

大阪府建築士会及び大阪府建築士事務
所協会事務局又は、建築技術教育普及セン
ターHPからダウンロード（平成27年度受講
者には、直接申込書を郵送しています。）

申込方法
　上記事務局へ持参又は簡易書留による郵送。
受付場所（送付場所）
　※印の日程　　　大阪府建築士会事務局
　※印以外の日程　大阪府建築士事務所協
　　　　　　　　　会事務局
建築技術教育普及センターHPからWEB申
込みも可能です。
https://jaeictkosyu.jp/jaeicteikikosyu/
注）各回定員に達し次第、受付を終了します。

第63回大阪建築コンクール
1/15～31

本コンクールは、建築士と社会とのかかわりを通
じて建築作品を評価し、その優れた実績をたた
え、建築作品の設計者を表彰するもので、今回
で第63回を迎えます。渡辺節賞については、新
しい建築文化の原動力となる若い優れた設計
者を表彰します。
募集対象　大阪府知事賞部門、渡辺節賞部門
　　　　　（完了検査済証発行日で39歳以下）
両部門共建物の種類・規模は問わない
審査委員
　委員長　松隈　洋（京都工芸繊維大学教授）
　委員　　橋本一郎（エス・キューブ・アソシエイツ）
　　　　　鉾井修一（京都大学名誉教授）
　　　　　松岡　聡（近畿大学教授）
　　　　　松田浩三（大阪府住宅まちづくり部
　　　　　　　　 　公共建築室室長）  
応募期間　1月15日（火）～1月31日（木）
応募資格

大阪府知事賞部門：本会正会員または大阪
府在住もしくは在勤の者

渡辺節賞部門：本会正会員または大阪府在
住もしくは在勤の者で完了検査
済証発行日に39歳以下の者

応募料　本会正会員　　1作品20,000円
　　　　本会正会員外　1作品40,000円
※詳細は本号同封の第63回大阪建築コン

クール応募要項をご覧ください。

建築士法にもとづく建築技術講習会
建築紛争における法的措置とその
対応策2019
2/12　CPD3単位

近年、建築紛争は多様化し、行政不服審査請
求や訴訟など法的措置に発展する事例も少な
くありません。また、インスペクション制度の導入
により、建築士が不動産取引に関する紛争に
巻き込まれる可能性も懸念されます。
本講習会では大阪地方裁判所裁判官と大阪
府建築審査会委員の学識者を講師に迎え、建
築紛争における法的措置とその対応策につい
て講演いただきます。
日時　2月12日（火）　14：00～17：00
会場　大阪府建築士会会議室
定員　60名（定員に達し次第締切）
受講料　建築士会会員　3,000円
　　　　後援団体会員　4,000円
　　　　一般　5,000円

建築士法にもとづく建築技術講習会
総合図作成ガイドライン解説
2/13　CPD2単位

日本建築士会連合会が作成した国土交通省
官庁営繕部推奨の総合図作成ガイドラインは、
施工図作成段階での納まり等の調整と、関係
者間における調整に非常に有効です。
本ガイドラインのDVDによる講習を行います。
日時　2月13日（水）　18：00～19：45
会場　大阪府建築士会会議室　
定員　60名（定員に達し次第締切）
受講料　建築士会会員　5,000円
　　　　後援団体会員　6,000円
　　　　一般　7,000円
※総合図作成ガイドラインの代金3,000円
　（特別価格）を含む

建築士法にもとづく建築技術講習会
木造ホテルの耐震改修講習会
－志摩観光ホテルと奈良ホテル－
2/19　CPD3単位

木構造の第一人者である京都大学の五十田
教授を講師にお招きし、中大規模木造建築の
耐震診断・補強設計の留意点について解説し
ていただきます。
続いて外国人旅行者に人気のある村野藤吾
設計の志摩観光ホテルと辰野金吾設計の奈
良ホテルを取り上げ、それぞれの耐震補強設計
と耐震改修工事の手法について、設計者から
説明していただきます。
日時　2月19日（火）　14：00～17：15
会場　大阪府建築健保会館　
定員　120名（定員に達し次第締切）
受講料　建築士会会員　3,500円
　　　　後援団体会員　4,500円
　　　　一般　5,500円

建築士会会員受講料全額補助
大阪府住宅省エネルギー設計者講習会
簡易評価法（仕様ルート・簡易計算ルート）
1/18、1/24　CPD各6単位（予定）

国土交通省が新省エネ基準を2020年までに
段階的に新築住宅への適合を義務付けること
に先がけて、設計者に木造住宅の省エネ技術
の習得をしていただく講習会です。
日程　①1月18日（金）　②1月24日（木）
時間　9：40～16：10（各回共）
会場　大阪府建築健保会館6階ホール（各回共）
　　　大阪市中央区和泉町2-1-11
定員　各回120名（申込先着順）
受講料　会員 本会が全額補助（各回共）
　　　　会員外1,000円（各回共。テキスト代含む）
※申込方法　専用のWEBからお申込してください。
　HP　省エネ講習会　検索

※詳細は今月号同封の案内チラシをご覧ください。

平成30年度監理技術者講習
（監理技術者以外の方も受講可能）
1/18、2/6、3/6　CPD各6単位

本講習会は建設業法に基づく法定講習であ
り、建築に特化したテキストを使用し、経験豊富
なベテラン技術者の講師による解説と映像で、
実務に役立つ情報を提供いたします。なお、監
理技術者以外の建築士や技術者の方も受講
が可能です。日頃の工事監理業務に役立ちま
すので、ぜひご受講下さい。
日程　1/18（金）、2/6（水）、3/6（水）
時間　8：55～17：00
会場　大阪府建築士会会議室
定員　各回30名（定員に達し次第締切）
受講料　WEB申込み9,500円
　　　　郵送申込み10,000円
申込　日本建築士会連合会ホームページより
　　　お申込みください。
http://www.kenchikushikai.or.jp/torikumi/
news/2015-07-28-2.html

大阪府知事指定講習
平成30年度既存木造住宅の耐震診
断・改修講習会《限界耐力計算法》
1/29　CPD6単位

既存木造建築物の限界耐力計算法による耐
震診断は、一般診断法が建物の強度を評価す
るのに対して、建物の強度だけでなく、減衰性
能も評価することができる診断法で、伝統構法
の木造建築物の耐震診断等に用いられます。
日時　1月29日（火）　9：30～16：00
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
定員　120名（定員になり次第締切）
受講料　会員6,000円　会員外8,000円
テキスト代　4,000円

Sponsorship
建築士会からのお知らせ
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していただくようお願いしました。 
消費者関係団体から、台風 21 号による
瓦屋根被害等の修復対応の遅れの問題な
どが提起され、消費者の声を本会活動に
取り入れるきっかけとして有意義な意見
交換会でした。

12 月 8 日～ 9 日に本会岡本会長はじめ
役員 14 名が（公社）徳島県建築士会を訪
問しました。訪問の目的は、互いの活動
状況や抱える課題などの情報交換を行い、
今後の活動に活かそうというものです。 
徳島士会からは笠井会長をはじめ役員
10 名にご対応いただき、行政・教育機
関との連携、災害支援、受託事業、研修
事業などの活動状況や、会員拡大方策な
ど多岐に亘って意見交換を行いました。 
徳島士会では近年会員が増加する傾向に
あり、意見交換を行えたことは会員拡大
の取組中である本会にとって、大変有意
義であり、この成果を大阪士会運営に反
映させたいと考えております。 

12 月 7 日に本会初となる監理技術者の
出張講習を、㈱大林組大阪本店において
開催しました。講習会には㈱大林組の監
理技術者 43 名が参加され、講習終了後、
講習修了ラベルを全員に交付しました。 
監理技術者は建設業法により 5 年毎に法
定講習の受講が定められており、建築士
会は国土交通省に登録する講習機関です。 
本会の監理技術者講習は、建設会社の現
場管理に携わるスペシャリストを講師に
招いての生講義が大変好評です。 
ご興味を持っていただいた方は一度本会
にご連絡いただければと存じます。 

平成 30 年の建築士設計製図試験合格者
の発表が 12 月にあり、全国の合格者（下
表）は、昨年に比べて全体で 654 名、率
にして約 7% 増加しました。

 
（　 ）は大阪府の合格者  

11 月 29 日に毎年実施している消費者関
係団体との意見交換会を行いました。 
お招きした消費者関係団体は、関西消費
者連合会、消費者情報ネット、全国消費
者生活相談員協会、日本消費生活アドバ
イザー・コンサルタント相談員協会の 4
団体の代表者 6 名です。本会からは正副
会長及び相談担当役員 8 名が出席し、本
会の消費者に対する建築相談の状況や消
費者関係団体からの建築士に対する要
望、今年は特に本会が 4 月から実施して
いる中古住宅売買時のインスペクション
と瑕疵保険の活用を、消費者に広く PR

11/ 26 守口市長面談 
11/ 27 大阪府収用委員会 
11/ 28 交野市長面談 
11/ 29 門真市長面談  
  消費者団体意見交換会 
  建築 4 団体会長・支部長会議 
11/30  大阪府建団連行事パネリスト  
12/ 3 大東市長面談 
12/ 6 千早赤阪村長面談 
12/8 ～ 9　（公社）徳島県建築士会交流会 
12/10  中央建築士審査会 
12/12  大阪府収用委員会 
12/13  太子町長面談 
12/14  建築 4 団体合同忘年懇親会 
12/18  島本町長・高槻市長面談 
12/19  12 月度理事会・正副会長会議 
12/25  大阪府収用委員会 

動静レポート

（左）
浅野克己 
太子町長

（左）
山田紘平 
島本町長

（左）
濱田剛史 
高槻市長

（公社）徳島県建築士会との交流会

（右）
西端勝樹 
守口市長

（右）
黒田　実 
交野市長

（左）
宮本一孝 
門真市長

（右）
東坂浩一 
大東市長

（右）
松本昌親 
千早赤阪村長

会長動静

平成 30 年建築士設計製図試験合格者
の発表

運営部門

（公社）徳島県建築士会において
交流会を開催

運営部門

消費者関係団体との意見交換会を開催 

運営部門
㈱大林組大阪本店において 
監理技術者講習を開催 

研修部門

区分 合格者数［名］ 合格率［％］

一級 3,827（318） 41.4（41.0）

二級 5,997（498） 54.9（56.08）

木造   205 （37） 64.9（74.0）
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大阪市南地域では見学会の企画や運営、
応急危険度判定の訓練等を通して世代を
超えた会員との交流や災害に備えています。
今回は、「これを見ずして村野藤吾を語
るなかれ」と題した企画を開催しました。
挑戦的な企画名ではありましたが、日本
中に多くの名建築を残した村野藤吾の作
品の中でも、処女作（渡辺節事務所勤務
時代に設計）ともいわれています阿倍野
区南大阪教会の搭屋と、隣接して建てら
れた晩年の作品で、最後の教会建築と
なった礼拝堂の見学、そして京都工芸繊
維大学の笠原先生の講演と、旧村野・森
事務所の見学会と懇親会を開催すること
で企画名に偽りは無かったと思います。
南大阪教会にある搭屋は外部からでも視
認できる位置にありますが、近くまでい
かないと気付かなかった繊細なデザイン
を堪能し礼拝堂では、自然光や照明の明
かりの取り方に工夫された窓の形状や天

モンゴルは ₂₀₀₇ 年に実施し､ 今回は ₂
度目の訪問になる｡ ホブド県はモンゴル
の西端に位置し､ ホーミーの故郷とも言
われる民族色の強い地域で非常に興味深
い文化 ･ 伝統の宝庫でもある｡ ホーミー
の人間国宝ともいうべきセンゲドルジ氏
のご一家の演奏やガイドによるアルタイ
山系の岩絵が見られる丘陵､ 洞窟そして
洞窟内での祖先に捧げるセンゲドルジ氏
の演奏は､ 今思い出しても涙が溢れる感
動的なものであった｡ またウランバート
ルではシンモンゴル学園の専門学校の先
生方だけでなく総長にもご参加頂いてモ
ンゴルでの建築教育の現状やゼネコンの
社長にも参加して頂いて情報交換が出来
た｡ この情報交換の場でも今後の大阪と
モンゴルの技術者との相互交流を進めて
いきたいと願わされた｡ 交流懇親の場に
も国立馬頭琴楽団首席奏者のアマルバヤ

Topics

井の十字架、吊り照明のデザイン等を間
近で見学できました。また、礼拝堂にお
いて京都工芸繊維大学の笠原先生に教会
や村野・森事務所の図面や模型を見なが
らお話をしていただき大変勉強になりま
した。
教会から少し歩いた先の住宅街の一角に
旧村野・森事務所があります。建築され
た時と比べると、多少は改修されている
部分があるものの外壁の仕上げに使われ

ル氏ご一家に演奏を披露して頂けたの
も､ 今回のコーデイネーターである佐藤
紀子モンゴル国文化大使のご尽力による
ものである｡ 出発の日には雪による空港
閉鎖で韓国インチョンに ₁ 泊を余儀なく
されるトラブルもあったが､ その分韓国
旅行を ₁ 日出きたというプラスに考えて
内容の充実した研修が出来たと考える｡
ウランバートル市内では中心部を主に､
オペラハウスや国会議事堂､ 周辺庁舎や
ホテル群､ 各国領事館そしてホブドでは
劇場 ･ 県庁 ･カザフ人街 ･サンギーンヘ
レム ︵ 清朝代の城壁 ︶･ザハ ︵ 自由市場 ︶
等を視察出来た｡ まだ日本には紹介され
ていないホブドの魅力を知ることが出来､
ハルオス湖は渡り鳥の中継地であるが､
その湖畔のゲルキャンプで厳しい寒さも
実感する事が出来た｡ 明け方の湖畔の光
景は日本では体験できないものである｡

た出目地のタイルや、さりげなく地下室
へ明かりを取り入れるガラスブロック、
内部においても当時のままの趣を残しつ
つ建物を有効に活用されており、名建築
を壊すことなく残す方法として大変感銘
をうけました。
最後に、今回は南大阪教会様、友安製作
所様そして笠原先生の厚意で見学会を開
催することが出来ました。この場におい
てですがお礼を申し上げます。

来年 ₁ 月にはモンゴル副首相と共にアマ
ルバヤル ･ファミリーが来阪されるので
是非その折にコンサートを開きたいと考
えている｡

南大阪教会は、村野藤吾の処女作と最晩年の作品が共存しており、現存する塔屋は 1928（昭和 3）年に建築さ
れたもので、現存の礼拝堂（会堂）は 1981（昭和 56）年、当時 90 歳の作品で宗教建築最後の作品です。
また旧村野・森事務所は現在、企業のショールーム・カフェバーとして使用されています。

「これを見ずして村野藤吾を語るなかれ」見学会報告
日時：平成 30 年 11 月 10 日（土）　14：00 ～ 17：00　　会場：南大阪教会、旧村野・森事務所　　参加者：35 名

中北　力（大阪市南地域会会員）

「蒼き国モンゴルⅡ　ゲル紀行」
平成 30 年 9 月 20 日（金）～ 25 日（水）　　ウランバートル・ホブド各地　　参加者：12 名

森田茂夫（国際委員会委員長）
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Gallery 建築作品紹介 設計：野村充建築設計事務所
施工：三栄建設

ブドウ畑が点在する丘陵地に建つ地域密着型特別養護老人ホームです。
住宅のイメージから構想した切妻屋根の建築はヒューマンなスケールを
醸し出しています。この老人ホームの特徴は入居者が地域の人々と交流
し、また地域の人々の様々な活動に開放される地域交流スペースにあり
ます。ロビーとラウンジからなる地域交流スペースは緑豊かな周辺の景
観と一体となる開かれた空間としてデザインしています。景色を取り込
むカーテンウォールは、外観デザインに控えめな象徴性を、また塗壁仕
上げの外壁から突出する金属仕上げのボリュームは、建築に陰影とス
ケール感を付与しています。　　　　　　　　　　　　　　（野村　充）

建 築 主：社会福祉法人
　　　　　享佑会
所 在 地：大阪府大阪狭山市
用　　途：地域密着型特別
　　　　　養護老人ホーム
竣　　工：2018.08
構造規模：RC造一部S造
　　　　　2 階
敷地面積：2,062.08㎡
建築面積：1,202.23㎡
延床面積：2,000.29㎡
写　　真：名執一雄
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Gallery 建築作品紹介 ファヴォ―レ狭山
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Gallery 建築作品紹介 設計：徳岡設計
施工：レビック

住宅建材、木造構造材のプレカット、内外装工事、
住宅設備施工まで住生活環境の向上とお役立ちを
目指したナカザワ建販株式会社本社屋の新築移転
において、「本社、本店、物流機能を快適に運用
できる環境をナカザワ建販の取扱う素材で表現す
る」というコンセプトで計画した。仕事の各部門
の機能が連携しながら効率よく働ける空間確保
のため、大断面集成材サミット HR 工法を用いて
10.5m スパンの執務空間を 1 階に、会議室やリフ
レッシュ・コミュニケーション空間としてのメー
プルカフェなどを 2 階に配置して、気持ちよく楽
しんで仕事に臨める環境を整備した。風景に溶け
込むシルバーの金属板と木架構を見通せる木製
カーテンウォールにより、内部の様子が浮びあが
り訪れる方々を迎え入れるファサードとした。

（藤城義丈 / 徳岡設計）

所 在 地：大阪府和泉市
用　　途：事務所
竣　　工：2018.08
構造規模：W 造 2 階
敷地面積：14,533.84㎡
建築面積：599.24㎡
延床面積：998.82㎡
写　　真：母倉知樹
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Gallery 建築作品紹介 ナカザワ建販株式会社 本社社屋
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Gallery 建築作品紹介 DESCENTE INNOVATION STUDIO COMPLEX 設計：竹中工務店
施工：竹中工務店

スポーツブランド「デサント」のウエアの研究開発拠点。フランス語で
滑降を意味する「デサント」の未来に向かうベクトルと、地形から想起
されるベクトルを融合し、「速いものは必ず美しい」というブランドス
ピリットを形にした。製作・測定・実験の機能をコンパクトに集約させ、
どこにいても製品開発を肌で感じることができ、まるで地形に内在する
ベクトルが内部を通り抜け、大自然の中で働いているような爽やかで開
放的な内部環境を光や風のコントロールと共に実現した。この場所から
スポーツを楽しむ全ての人々に感動を届ける製品が生まれることを願っ
ている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（岩﨑　宏、松岡正明）

建 築 主：デサント
所 在 地：大阪府茨木市
用　　途：事務所
竣　　工：2018.07
構造規模：S 造 2 階
敷地面積：22,220㎡
建築面積：3,389㎡
延床面積：4,307㎡
写　　真：

Nacasa&Partners Inc. 
NAKAMICHI ATSUSHI
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Gallery 建築作品紹介 農人町の町家 設計監理：大西憲司設計工房
施　　工：アトリエ・エイト

敷地は、姫路城の南西側にある姫路市農人町に位置する。町名の由来とし
て、江戸時代に城下町が成立し、町家は町人・職人・足軽などの居住地であっ
たが、ここでは農夫が混住していたので、農人町

まち

と呼ばれていた。昔の地割の
まま町並みが残されているノコギリのようなギザギザになった道に敷地が接し
ている。道路向かいの平入りの町家や、周辺には昔の面影を残す町家が点
在しており、景観に配慮して、現代的に踏襲した町家を考えた。計画は、道か
ら繋がるもう一本の道を引込み、玄関へのアプローチとなる。道は通り土間と
なり、和室や、リビング・ダイニング・裏庭へと導かれ、吹抜を介して2階の各部屋
に繋がっていく。主寝室から姫路城の天守閣を眺望でき、夜景が素晴らしい。

構造監理：天野一級建築
　　　　　構造設計事務所
所 在 地：兵庫県姫路市
用　　途：専用住宅
竣　　工：2018.11
構造規模：木造（在来工法）
　　　　　地上 2 階
敷地面積：175.77㎡
建築面積：85.17㎡
延床面積：127.49㎡
写　　真：福澤昭嘉
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た
。
こ
の
こ
と
は
、
建
物
全
体
の

形
を
引
き
し
め
る
の
に
役
立
っ
た
よ
う
に
思
う
。﹂

　

こ
の
言
葉
か
ら
も
、
地
元
出
身
の
岸
田
が
、
与

え
ら
れ
た
敷
地
の
条
件
と
街
並
み
と
の
関
係
性
を

的
確
に
読
み
取
り
、
こ
の
町
に
暮
ら
す
市
民
の
よ

り
ど
こ
ろ
と
な
る
建
築
を
目
指
し
て
い
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。
そ
し
て
、
岸
田
の
言
葉
と
呼
応
す

る
か
の
よ
う
に
、
共
同
設
計
者
の
丹
下
健
三
︵
一

九
一
三
～
二
〇
〇
五
年
︶
は
、
設
計
上
の
テ
ー
マ

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
文
章
を
記
し
て
い
る
。

　
﹁
こ
の
市
庁
舎
が
、
こ
こ
の
市
民
に
と
っ
て
、

物
的
に
も
ま
た
気
持
の
う
え
で
も
、
コ
ア
ー
の
一

つ
の
要
素
と
な
る
こ
と
を
望
ん
だ
。
玄
関
に
入
る

前
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
庇
や
、
玄
関
を
入
っ
た
と

こ
こ
ろ
の
展
示
な
ど
が
で
き
る
広
々
と
し
た
ス

ペ
ー
ス
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ス
ペ
ー

ス
を
か
な
り
ふ
ん
だ
ん
に
、
こ
の
建
築
に
導
入
し

た
。
見
方
に
よ
っ
て
は
、
無
駄
な
よ
う
で
も
あ
っ

た
が
、
で
き
上
っ
て
か
ら
は
、
か
え
っ
て
市
の
人

た
ち
や
、
市
民
は
、
こ
れ
を
喜
ん
で
く
れ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。﹂︵
丹
下
健
三
﹁
倉
吉
市
庁
舎
﹂﹃
国

際
建
築
﹄
一
九
五
七
年
六
月
号
︶

　

こ
の
言
葉
ど
お
り
、
こ
の
庁
舎
に
は
、
公
会
堂

と
し
て
の
使
用
も
考
慮
さ
れ
た
議
場
棟
と
事
務
棟

を
東
西
に
配
置
し
つ
つ
、
敷
地
の
高
低
差
を
利
用

し
て
地
階
と
一
階
に
、﹁
市
民
ホ
ー
ル
﹂
と
名
づ

け
た
半
戸
外
の
テ
ラ
ス
と
バ
ル
コ
ニ
ー
が
設
け
ら

れ
た
。
訪
れ
る
と
、
そ
れ
ら
の
要
素
が
、
大
き
な

庇
と
共
に
建
物
に
強
い
存
在
感
を
与
え
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
事
務
棟
の
中
央
に
、
中

庭
と
吹
抜
け
の
階
段
室
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
大
ら
か
な
雰
囲
気
も
醸
し
出
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
試
み
ら
れ
た
の
は
、
市
民
が
寄
り
集
う

場
所
と
し
て
の
戦
後
型
の
庁
舎
建
築
の
姿
だ
っ
た

の
だ
と
思
う
。
ま
た
、
丹
下
単
独
の
設
計
に
よ
っ

て
、
こ
の
後
に
竣
工
す
る
東
京
都
庁
舎
︵
一
九
五

七
年
︶
の
ス
チ
ー
ル
に
よ
る
シ
ャ
ー
プ
な
外
観
や

香
川
県
庁
舎
︵
一
九
五
八
年
︶
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

打
放
し
の
洗
練
さ
れ
た
造
形
と
比
較
す
る
と
き
、

こ
の
庁
舎
に
は
、
素
朴
な
無
骨
さ
が
読
み
取
れ
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
郷
里
へ
の
思

い
を
抱
い
た
岸
田
が
設
計
に
携
わ
っ
た
こ
と
の
証

し
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
二
〇
一
六
年
の
鳥
取
県

中
部
地
震
で
は
被
害
を
受
け
た
が
、
修
復
工
事
も

無
事
に
終
り
、
今
も
現
役
で
大
切
に
使
わ
れ
て
い

る
。
岸
田
と
丹
下
の
唯
一
の
共
同
作
品
で
あ
り
、

倉
吉
の
街
並
み
に
根
づ
い
た
公
共
建
築
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
そ
こ
に
在
り
続
け
て
ほ
し
い
と
思
う
。

事務棟 1 階の階段室と中庭

南西側から見る事務棟外観

倉吉市庁舎　1956 年
戦後型庁舎具現化への試み

記憶の建築
松隈　洋
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連
載
　
建
築
の
射
程

ら
な
い
分
野
が
ほ
と
ん
ど
で
、
立
木
の
価
値
は

ど
ん
ど
ん
下
が
り
ま
す
。
奈
良
や
和
歌
山
の
山

だ
と
木
材
製
品
単
価
の
わ
ず
か
四
％
程
度
し
か

立
木
の
価
値
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
で
は
、
山

に
は
お
金
が
返
ら
ず
、
伐
っ
た
後
植
え
る
と
い

う
サ
イ
ク
ル
で
あ
る
再
造
林
は
経
済
的
に
は
難

し
い
状
況
で
す
。
ま
た
、仮
に
再
造
林
し
て
も
、

異
常
に
増
え
た
鹿
な
ど
の
獣
に
苗
を
食
べ
つ
く

さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
、
無
残
な
伐
採
跡

が
全
国
で
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

日
本
人
と
森
の
関
係

　

日
本
人
は
森
と
密
接
に
寄
り
添
っ
て
生
活
し

て
き
ま
し
た
。
焚
き
付
け
に
葉
っ
ぱ
や
小
枝
を

集
め
た
り
、
薪
や
炭
を
作
っ
た
り
。
木
の
実
や

キ
ノ
コ
・
山
菜
等
の
食
べ
物
を
得
た
り
。
森
か

ら
様
々
な
恵
み
を
得
て
、暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
現
在
ま
ち
の
人
々
は
森
林
散
策
も

せ
ず
、
キ
ノ
コ
や
木
の
実
も
ス
ー
パ
ー
で
売
ら

れ
て
い
る
も
の
を
買
う
だ
け
で
、
ど
こ
で
出
来

て
い
る
の
か
考
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

森
の
国
の
民
で
あ
る
日
本
人
が
森
と
の
つ
な

が
り
が
薄
れ
て
き
て
い
る
現
状
は
危
機
的
で
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
同
じ
よ
う
に
木
材
や
里

山
と
い
っ
た
も
の
と
の
つ
な
が
り
も
非
常
に
弱

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
つ
な
が
り

を
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
取
り
戻
す
こ
と
が
出
来

る
か
、
次
に
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

森
と
ま
ち
を
つ
な
ぐ

〜
女
子
高
生
と
吉
野
の
森
〜

　

神
戸
の
百
貨
店
で
女
子
高
生
が
市
民
に
日
本

の
森
の
現
状
を
説
明
し
、﹁
国
産
材
を
使
う
と

環
境
に
と
て
も
い
い
し
お
洒
落
で
す
。﹂
と
呼
び

か
け
る
。吉
野
桧
の
短
冊
に
願
い
事
を
書
い
て
、

吉
野
桧
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
に
つ
る
す
︵
写

真
１
︶。
海
沿
い
の
モ
ザ
イ
ク
の
お
し
ゃ
れ
な
レ

ス
ト
ラ
ン
で
は
吉
野
桧
の
割
り
箸
が
並
び
女
子

第
70
回

日
本
の
森
は

〜
自
給
率
ア
ッ
プ
と
林
業
家
の
悲
鳴
〜

　

ご
存
知
の
よ
う
に
日
本
は
緑
に
覆
わ
れ
た
森

の
国
で
す
。
国
土
面
積
の
六
八
％
が
森
林
で
世

界
で
も
二
番
目
の
森
林
大
国
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
高
度
経
済
成
長
期
、
大
量
に

輸
入
さ
れ
る
外
国
産
木
材
の
競
争
力
に
国
産
材

は
敗
れ
、
木
材
自
給
率
は
年
々
下
が
り
続
け
二

〇
〇
五
年
に
は
一
八
％
ま
で
に
下
が
り
ま
す
。

戦
後
全
国
に
拡
大
造
林
と
い
う
名
の
も
と
針
葉

樹
を
植
え
、
本
来
な
ら
よ
う
や
く
収
穫
を
迎
え

よ
う
と
い
う
時
期
に
国
産
材
需
要
が
低
迷
し
、

山
で
そ
の
ま
ま
に
さ
れ
る
状
態
が
続
き
、
間
伐

な
ど
の
手
入
れ
が
不
足
し
た
暗
い
山
が
全
国
各

地
に
生
ま
れ
大
き
な
社
会
現
象
に
も
な
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
京
都
議
定
書
で
の
地
球
温
暖
化
対

策
で
日
本
の
義
務
で
あ
る
二
酸
化
炭
素
六
％
削

減
の
う
ち
三
．八
％
を
森
林
で
の
新
た
な
吸
収

で
ま
か
な
う
こ
と
に
な
り
、
林
業
政
策
は
産
業

用
木
材
の
出
荷
よ
り
二
酸
化
炭
素
吸
収
の
た
め

の
間
伐
が
大
き
な
柱
に
な
り
ま
し
た
。
荒
れ
た

人
工
林
か
ら
積
極
的
に
間
伐
を
行
い
ど
ん
ど
ん

出
荷
す
る
こ
と
で
す
。

　

ま
た
公
共
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材
の
利
用

の
促
進
に
関
す
る
法
律
で
需
要
面
で
も
木
材
を

活
用
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
自
給
率
は
盛
り
返

し
て
い
き
ま
す
。
特
に
こ
こ
数
年
は
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
の
活
況
か
ら
西
日
本
を
中
心
に
多
く
の

人
工
林
か
ら
木
材
が
伐
り
出
さ
れ
た
結
果
、
自

給
率
は
平
成
二
九
年
度
で
三
六
．一
％
ま
で
回

復
し
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
念
願
だ
っ
た
は
ず
の
自
給
率
の

回
復
を
果
た
し
な
が
ら
、
山
を
持
つ
林
業
家
か

ら
は
悲
鳴
が
聞
こ
え
て
き
て
い
ま
す
。
間
伐
材

︵
新
し
い
方
針
で
は
皆
伐
材
︶
の
伐
採
・
出
材

に
補
助
金
が
出
る
こ
と
で
、
山
の
作
業
班
は
忙

し
い
の
で
す
が
、
増
え
た
出
材
の
分
は
合
板
や

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
な
ど
木
材
の
品
質
に
こ
だ
わ

建築の分野では木材の利用促進が謳われていますが川上の産地についてどの程度思いが至っているでしょ
うか。今回は吉野の森と街をつなぐ活動をされている泉谷繁樹さんにその活動や日本の森の現状について
ご紹介いただきました。

吉野の森と街をつなぐ　想いを馳せる関係に

泉谷　繁樹
1967 年奈良県桜井市生まれ。神戸大学経営学部卒。住友林業㈱海外部で海外から針葉樹を大量に輸入担当。父が創業した泉谷木材商店に戻り、
和室の化粧柱中心のプロダクトアウトから様々な加工材も含めたマーケットインの製材所に。小学校から大学まで森林環境学習などの出前授
業を全国へ展開。建築の学生への研修やインターンシップなどを含め、これまで延べ 5000 人以上の街の人を吉野の森に連れて行くなど、森
と街をつなげる活動に精力的。協同組合吉野の森と住まいのネットワーク創立、その後奈良をつなぐ家づくりの会に場所を移し奈良の木を使っ
た職人の家づくりをすすめている。現在、株式会社泉谷木材商店代表取締役、奈良をつなぐ家づくりの会副会長。

高
生
か
ら
の
イ
ラ
ス
ト
入
り
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
。

　

神
戸
松
蔭
高
校
の
環
境
啓
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Green Earth Project

の
一
コ
マ
で
す
。
森

と
最
も
縁
遠
い
存
在
だ
っ
た
都
会
の
女
子
高
生

が
、
多
く
の
市
民
に
向
か
っ
て
森
の
恵
み
や
環

境
に
つ
い
て
啓
発
活
動
を
行
う
よ
う
に
成
長
す

る
に
は
、
吉
野
林
業
の
山
で
環
境
教
育
合
宿
を

行
う
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
︵
写
真
２
︶。

　

奥
吉
野
に
残
っ
て
い
た
原
生
林
が
製
紙
会
社

の
乱
伐
に
よ
っ
て
出
材
さ
れ
、
そ
の
後
山
が
崩

れ
何
十
年
に
も
わ
た
っ
て
崩
落
し
続
け
て
い
る

現
場
と
村
に
よ
っ
て
保
存
さ
れ
た
す
ぐ
近
く
の

素
晴
ら
し
い
原
生
林
。
そ
し
て
何
百
年
も
前
か

ら
手
を
入
れ
続
け
て
き
て
残
っ
て
き
た
吉
野
杉

の
人
工
林
美
林
。
人
間
が
で
き
る
こ
と
の
素
晴

ら
し
さ
と
恐
ろ
し
さ
を
同
時
に
目
の
当
た
り
に

し
、
実
感
す
る
こ
と
で
自
分
た
ち
も
動
か
な
い

と
い
け
な
い
と
感
じ
て
く
れ
ま
し
た
。
森
の
中

で
林
業
家
の
方
が
﹁
よ
く
自
然
︵
森
︶
を
守
ろ

う
と
か
書
い
て
あ
る
け
ど
、
思
い
上
が
り
や
。

我
々
は
自
然
︵
森
︶
に
守
ら
れ
て
る
ん
や
﹂
と

生
徒
た
ち
に
語
ら
れ
た
姿
が
印
象
的
で
す
。

森
と
ま
ち
を
つ
な
ぐ

〜
奈
良
を
つ
な
ぐ
家
づ
く
り
の
会
〜

　

二
〇
一
二
年
設
立
し
た
奈
良
を
つ
な
ぐ
家
づ

く
り
の
会
は
、
木
材
生
産
者
、
原
木
流
通
業
者
、

製
材
事
業
者
、
地
域
工
務
店
、
設
計
事
務
所
等
、

﹁
森
か
ら
ま
ち
ま
で
﹂
木
の
家
づ
く
り
に
関
わ

る
メ
ン
バ
ー
で
活
動
を
し
て
い
る
会
で
す
。
ま

ち
の
人
は
森
の
こ
と
を
学
び
、
森
の
人
は
ま
ち

の
暮
ら
し
を
想
い
、 

顔
の
見
え
る
家
づ
く
り
を

し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
ま
ち
の
人
を

吉
野
の
森
に
連
れ
て
行
き
、
林
業
家
の
山
へ
の

想
い
を
聞
い
て
も
ら
っ
た
り
製
材
所
の
メ
ン

バ
ー
の
モ
ノ
づ
く
り
へ
の
こ
だ
わ
り
を
見
て
も

ら
っ
た
り
す
る﹁
吉
野
の
森
ツ
ア
ー
﹂
で
す︵
写
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真
３
・
４
︶。
こ
れ
ま
で
に
二
〇
回
開
催
し
お
施

主
様
の
多
く
が
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
ま
す
。

　

五
〇
〇
年
以
上
の
歴
史
が
あ
る
吉
野
林
業
。

日
本
の
人
工
林
林
業
の
発
祥
の
地
で
あ
る
吉
野

川
上
村
で
代
々
山
守
︵
地
元
の
森
林
管
理
者
。

山
主
か
ら
森
林
管
理
を
委
託
さ
れ
て
い
る
︶
を

さ
れ
て
い
る
の
方
々
が
山
を
案
内
し
ま
す
。﹁
自

分
が
植
え
て
も
収
穫
で
き
る
の
は
孫
の
世
代
か

ら
か
な
あ
﹂
と
か
、﹁
何
十
年
先
の
山
の
こ
と

を
考
え
て
作
業
を
考
え
て
い
る
﹂
と
言
わ
れ
る

実
際
の
山
で
の
作
業
を
説
明
し
て
い
た
だ
い

て
、
植
林
か
ら
間
伐
・
枝
打
ち
な
ど
の
育
林
を

経
て
立
派
な
木
々
が
育
っ
て
い
る
の
で
あ
っ

て
、
山
で
勝
手
に
す
く
す
く
木
が
育
っ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
と
い
う
人
工
林
で
最
も
大
事
な

こ
と
、
時
間
軸
が
現
代
人
の
感
覚
と
全
く
違
う

こ
と
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

人
工
林
の
真
ん
中
に
あ
る
水
源
地
で
は
水
が
ど

ん
ど
ん
湧
き
出
し
て
い
て
、
参
加
者
に
す
く
っ

て
飲
ん
で
も
ら
い
ま
す
。
湧
き
水
を
そ
の
ま
ま

飲
む
原
体
験
。
美
し
い
森
を
育
む
こ
と
で
水
や

空
気
と
い
っ
た
ま
ち
の
人
に
も
欠
か
せ
な
い
大

事
な
も
の
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
実
感
し
て

い
た
だ
く
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
体
験
を
し
て
い
た
だ
い
た
あ
と
、
家

づ
く
り
を
さ
れ
る
方
々
は
み
な
木
の
こ
と
を
好

き
に
な
っ
て
く
れ
て
、
小
学
生
の
お
子
様
が
家

づ
く
り
の
日
記
を
書
い
て
く
れ
た
り
、
山
で
の

体
験
を
思
い
出
し
な
が
ら
床
板
や
柱
を
愛
し
そ

う
に
な
で
て
く
れ
る
そ
う
で
す
。

森
が
元
気
に
な
る
木
材
の
使
い
方

　

最
初
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
国
産
材
が
注
目

を
浴
び
、
様
々
な
分
野
で
使
わ
れ
る
こ
と
で
木

材
の
自
給
率
は
に
わ
か
に
回
復
し
て
き
て
い
ま

す
が
、実
際
の
林
業
家
は
全
く
利
益
が
出
ず︵
平

均
す
る
と
大
手
林
業
家
は
林
業
単
体
で
は
軒
並

み
赤
字
経
営
︶、山
に
お
金
は
帰
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
状
態
が
続
け
ば
、
林
業
家
が
木
材
の
価

値
を
高
め
る
た
め
の
育
林
や
そ
も
そ
も
再
造
林

へ
の
意
欲
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
需
要
拡
大
に
貢
献
し
て
き
た
合

板
・
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
と
い
っ
た
分
野
以
外
に
、

も
っ
と
林
業
家
が
質
の
高
い
木
を
生
産
す
る
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
つ
た
め
に
も
、
建
築
の
分

野
で
も
内
装
材
や
造
作
材
、
化
粧
の
構
造
材
、

外
装
材
な
ど
木
材
を
無
垢
の
ま
ま
化
粧
で
使
う

用
途
を
今
ま
で
以
上
に
伸
ば
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
持
続
可
能
な
林
業
の
た
め
に
も
重

要
で
す
。

吉
野
材
の
魅
力
を
伝
え
る

　

吉
野
杉
・
吉
野
桧
は
五
〇
〇
年
以
上
の
人
工

林
の
歴
史
が
あ
る
吉
野
林
業
が
生
ん
だ
ブ
ラ
ン

ド
材
で
す
。
そ
れ
は
雨
が
多
く
石
灰
岩
の
多
い

地
質
な
ど
の
地
の
利
と
、
何
よ
り
先
人
が
作
り

上
げ
て
き
た
一
ha
あ
た
り
八
〇
〇
〇
～
一
〇
〇

〇
〇
本
と
い
う
高
密
度
に
行
う
植
林
（
密
植
）

と
少
し
ず
つ
何
回
も
行
う
間
伐
（
多
間
伐
）

五
〇
～
六
〇
年
で
皆
伐
す
る
一
般
的
な
も
の
よ

り
ず
っ
と
長
期
に
わ
た
っ
て
育
て
る（
長
伐
期
）

と
い
う
非
常
に
手
間
暇
か
か
っ
た
吉
野
林
業
独

特
の
施
業
体
制
に
よ
り
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。

　

密
植
で
一
本
一
本
に
当
た
る
日
光
を
制
限
す

る
こ
と
で
成
長
量
を
抑
制
し
結
果
年
輪
の
間
隔

を
細
か
く
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
多
間
伐
で
年

輪
の
間
隔
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
て
、
結
果

目
の
細
か
い
真
ん
丸
の
木
が
出
来
上
が
り
ま

す
。
ま
た
、
最
初
に
上
に
し
か
日
光
が
当
た
ら

な
い
た
め
上
へ
上
へ
伸
び
よ
う
と
し
て
ま
っ
す

ぐ
な
伸
び
の
あ
る
木
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
長
伐
期
で
年
輪
の
間
隔
が
細
か
い
と
い

う
こ
と
で
心
材
の
赤
身
の
部
分
の
割
合
が
大
き

く
な
り
ま
す
。
こ
の
赤
身
の
部
分
こ
そ
が
耐
久

性
の
あ
る
部
分
で
、
吉
野
材
は
こ
の
赤
身
の
部

分
を
い
か
に
う
ま
く
使
う
か
を
考
え
て
い
た
だ

く
と
い
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
赤
身
の
構
造

材
は
非
常
に
耐
久
性
が
あ
り
ま
す
し
、
内
装
材

に
し
て
も
赤
身
の
部
分
は
強
度
が
あ
り
脂
分
も

多
く
、
抗
菌
性
も
あ
り
カ
ビ
等
の
発
生
を
抑
え

ら
れ
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
適
材
適
所
で
、
病
気
の
方
が
お
ら

れ
る
部
屋
の
内
装
に
は
辺
材
の
白
太
の
方
が
い

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
し
、
節
の
な
い
木
も
多

く
取
れ
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
部
分
も
林
業
の
現

場
へ
行
っ
て
、
実
際
に
山
を
見
て
み
る
と
木
材

の
良
さ
が
よ
り
伝
わ
え
る
と
思
い
ま
す
。

　

主
催
者
は
変
わ
れ
ど
吉
野
の
森
ツ
ア
ー
は
こ

こ
ま
で
年
間
平
均
二
〇
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
ツ
ア
ー
も
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
い
た
し

ま
す
の
で
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

株
式
会
社
泉
谷
木
材
商
店

　

izutani@
m

oritosum
ai.com

　

http://w
w

w
.m

oritosum
ai.com

写真 3 写真 4

写真 5　心材の赤身が多い吉野杉

写真 2　環境教育合宿の様子

写真 1　吉野桧のクリスマスツリー
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株 式 会 社 イ リ ア
大阪市中央区城見２－２－２２

濵 田 　 徹

（マルイトOBPビル9F） 宝塚市武庫川町４－３－７１１
株 式 会 社 I M O デ ザ イ ン

飯 田 英 二

大阪市北区豊崎４－１２－１０
株 式 会 社 昭 和 設 計

沼 田 　 亘

人 に や さ し く

株 式 会 社 徳 岡 設 計

徳 岡 浩 二

TOKUOKA SEKKEI MYANMAR Co., LTD（YANGON）

大阪建築界の活性化のため頑張ろう！

アトリエ　クレオ

森 田 茂 夫

株式会社　能勢建築構造研究所
大阪市中央区瓦町３－３－７

（瓦町ＫＴビル）

横 田 友 行

あけましておめでとうございます。

全日本コンサルタント株式会社
大阪市浪速区港町１－４－３８

岡 本 森 廣

見える社会貢献活動へ

株式会社　小河建築設計事務所
大阪市中央区瓦町３－３－７

（瓦町ＫＴビル６Ｆ）

柳 川 陽 文

大 阪 市 北 区中 津１－１２－３
株式会社　上田茂久・建築設計工房

上 田 茂 久

大阪市北区大淀南１－９－１０
コ ー ナ ン 建 設 株 式 会 社

山 城 健 児

株式会社 田中都市建築事務所
（TANATOSHI DESIGN NET）

TANATOSHI Osaka 大阪市中央区本町橋５－１４
 （ＯＺビル本町橋９０２）
TANATOSHI Tokyo 東京都大田区上池台１－７－１６－２１８

田 中 義 久

株 式 会 社 　 K＆Ｓ総 合 企 画
大阪市西区京町堀２－２－１

（スミタビル10Ｆ）

澤 本 侃一郎

宮 崎 八 郎

大阪府建築士会役員

謹賀新年 2019
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株式会社 浦 辺 設 計
大阪市中央区北浜２－１－２６

（北浜松岡ビル４Ｆ）

西 村 清 是

関 西 支 部  支 部 長
公益社団法人日本建築積算協会

阿波野 昌 幸 亀 井　忠 夫
 

株式会社 東畑建築事務所
大阪市中央区高麗橋２－６－１０

米 井 　 寛

ア ト リ エ ・ U
和泉市池田下町１６９９

宇 澤 善一郎

あけましておめでとうございます

株式会社　阿波設計事務所
大阪市浪速区元町2－2－12

夢 あ る 未 来 の 創 造

湯 浅 武 夫
株式会社　ＩＡＯ竹 田 設 計
大阪市西区西本町１－４－１

人、社会、地球環境との共生

金 峰 鐘 大

建築設計事務所

謹賀新年 2019

佐 野 吉 彦

大阪本店 
 
東京本店 

大 阪 市 中 央 区 本 町 ４－１－１３ 
ＴＥＬ０６（６２５２）１２０１ 

東 京 都 江 東 区 新 砂 １－１－１ 
ＴＥＬ０３（６８１０）５０００ 

取締役社長 宮　下　正　裕

関西支店：大阪市中央区南船場1-14-10  電話06（6265）4504
本　　社：東京都新宿区西新宿1-25-1  電話03（3348）1111

常務執行役員関西支店長 加賀田 健 司

関西支店 ： 大阪市中央区城見2丁目2番22号  電話06（6946）3311
本　　社 ： 東京都港区元赤坂1丁目3番1号　 電話03（5544）1111

専務執行役員
支 店 長 松　崎　公　一

建 設 会 社
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学校法人　福田学園

FUKUDA GAKUEN 

理事長
〒 ５３０－００４３　大阪市北区天満１－９－２７
ＴＥＬ ０６－６３５２－００９３　ＦＡＸ ０６－６３５２－５９９５
ＵＲＬ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｆｕｋｕｄａ．ａｃ．ｊｐ

福　田　益　和
修成建設専門学校

理 事 長　山 下 裕 貴
〒555-0032 大阪市西淀川区大和田 5丁目 19 番 30 号

TEL.06－6474－1644

学校法人 修成学園

建築・インテリア・土木・造園
建設のすべては、修成で学ぶ

大阪支店  支店長  北村  克己

■ピロウェルドE新熱工法　 ■シグマートE

低炭素化の防水仕様で環境へ貢献

大阪支店：〒550-0013  大阪府大阪市西区新町1-12-22
　　　　　　　　　　　　  TEL 06-6533-3191（代表）
本　　社：〒120-0025  東京都足立区千住東2-23-4
　　　　　　　　　　　　  TEL 03-3882-2424（代表）

「サービス提供」から「価値共創」へ

井 上　一 朗会　長 前　田　幸　一

一般社団法人

〒530-0055
大阪市北区野崎町９番８号 永楽ニッセイビル
TEL（06）6363-4077 FAX（06）6363-4079

Hyper-MEGA, Hyper-ストレート, HBM工法
NAKS, RODEX工法

本 社
基 礎 事 業 部
大 阪 支 店

名 古 屋 支 店

四 国 支 店

〒１０８-００２３

〒５４２-００８１

〒４５０-０００３

〒７６０-００２２

東京都港区芝浦４丁目６番１４号（NC芝浦ビル）
　（０３）３４５２-１０８１　ＦＡＸ（０３）３４５２-１１２５
大 阪 市 中 央 区 南 船 場４ - １１ - ２８
　（０６）４９６３-６９１１　ＦＡＸ（０６）４９６３-６９１６
名古屋市中村区名駅南１-１１-５（エステート名古屋ビル）
　（０５２）５８１-０６６６　ＦＡＸ（０５２）５４１-２５３０
香 川 県 高 松 市 西 内 町４ -６（神原ビル）
　（０８７）８９７-２９８４　ＦＡＸ（０８７）８９７-２９８６

建材・設備会社 他

謹賀新年 2019

本部 〒550-0002 大阪市西区江戸堀1-4-23 撞木橋ビル4F
　　 TEL 06-6443-0345　FAX 06-6443-0348
支部 関東・中部・中国・四国・九州
http://www.kenzai.or.jp

会 長　立 野 純 三

一般社団法人

一般

住まいに、人に、安心を。

大阪市中央区南船場四丁目４番３号 心斎橋東急ビル4階
電話番号  06-6253-0071

住宅相談・住宅情報提供・各種研修事業
住宅展示場の企画、運営
住宅性能評価機関・住宅保険取扱機関
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〒640-8225 和歌山市久保丁4丁目53  TEL.（073）431-4411  FAX.（073）431-8188
中和印刷紙器株式会社 

クリアファイル
オンデマンド印刷により少量印刷も可能に！
バリアブル印刷でナンバリングや
名入れもできます。

少量から
注文承ります

ネットショップも営業中！
URL http://www.chuwa-print.com/

会　長 古　新　亮　英

〒541-0052  大阪市中央区安土町1-7-20 新トヤマビル3階
ＴＥＬ06（6271）0175  ＦＡＸ06（6271）0177

一般社団法人

大阪空気調和衛生工業協会

DESIGNER’S NETWORK

株式会社　ディーネット
代表取締役　宗　次　健　太

〒660-0828 尼崎市東大物町２－１－２１　TEL.（06）6483－6308

小荷物専用昇降機 / ダムウェーター
人荷用 ・荷物用エレベーター
いす式階段昇降機 /自由生活

総合エレベーターメーカー

本社︓大阪市西区京町堀 1-12-20
TEL︓0120-07-0570
HP︓www.kumalift.co.jp

カメラ＋タッチパネル付きディスプレイを
搭載した新型ダムウェーター

建材・設備会社 他

謹賀新年 2019

〒１１１-００５２ 東京都台東区柳橋２-２１-１３ 東洋ビル４Ｆ
 ＴＥＬ.（０３）５８３５－２５６９
 FAX.（０３）５８３５－２５７０
 ホームページ：http://www.rwa.gr.jp

理 事 長　 武　井　俊　之

工房　三重県伊賀市西山 伊州窯 伊州觀白樓
E-mail : info@miyakoyogyo.com
HP    :http://www.miyakoyogyo.com
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建築人　1
　　　　　　　　　 　 2019

監修　　公益社団法人大阪府建築士会
　　　　建築情報部門

編集　　建築情報部門『建築人』編集部
　　　　部門長　　　飯田英二
　　　　委員長　　　牧野隆義
　　　　編集人代表　荒木公樹
　　　　編集人　　　河合哲夫　　　北　聖志
　　　　　　　　　　曽我部千鶴美　橋本頼幸
　　　　　　　　　　丸子勇人　　　茂籠一之
　　　　　　　　　　若江直生
　　　　事務局　　　山本茂樹　　　母倉政美

　　　　印刷　　　　中和印刷紙器株式会社

　
　
編
集
後
記

曽
我
部
千
鶴
美

　

二
〇
一
九
年
、
皆
さ
ま
お
健
や
か
に
新
年
を
迎

え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
、
平
成
が
四
月
三
〇
日
で
幕
を
閉
じ
、

五
月
一
日
か
ら
新
し
い
元
号
が
始
ま
る
年
で
す
。

元
号
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
を
初
め
て
体
験
す
る

の
で
す
が
、元
号
を
決
め
る
の
に
は
、六
つ
の
ル
ー

ル
が
あ
る
そ
う
で
す
。
①
国
民
の
理
想
と
し
て
ふ

さ
わ
し
い
よ
う
な
良
い
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
る

こ
と
。
②
漢
字
二
文
字
で
あ
る
こ
と
。
③
書
き
や

す
い
こ
と
。
④
読
み
や
す
い
こ
と
。
⑤
こ
れ
ま
で

元
号
又
は
お
く
り
名
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
で

な
い
こ
と
。
⑥
俗
用
に
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な

い
こ
と
。
こ
の
俗
用
に
と
い
う
意
味
は
、
昭
和
、

平
成
も
そ
う
で
す
が
、
そ
れ
ま
で
は
熟
語
と
し
て

存
在
し
て
い
な
い
こ
と
の
よ
う
で
す
。
ま
た
、
書

き
や
す
く
読
み
や
す
い
と
い
う
こ
と
か
ら
小
学
校

三
年
生
ま
で
に
習
う
漢
字
が
使
わ
れ
る
と
か
？
俄

然
、新
元
号
に
興
味
が
わ
い
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
ん
な
新
し
い
年
に
、情
報
委
員
に
新
メ
ン
バ
ー

が
加
わ
り
ま
し
た
。
全
員
で
協
力
し
﹁
建
築
人
﹂

の
編
集
に
あ
た
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
皆
さ
ま
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

設
計
事
務
所
で
キ
ャ
ン
セ
ル
料

　
一
般
の
方
か
ら
の
相
談
で
す
。自
宅
の
設
計
を
依
頼

し
、途
中
で
中
止
と
な
っ
た
。そ
の
後
費
用
を
請
求
さ

れ
た
が
金
額
に
納
得
で
き
な
い
。契
約
は
告
示
計
算
で

一
五
〇
〇
万
円
超
。契
約
書
と
重
要
事
項
に
押
印
は

な
い
。キ
ャ
ン
セ
ル
時
の
請
求
と
し
て
告
示
の
計
算
で

五
〇
〇
万
円
だ
っ
た
。そ
も
そ
も
契
約
に
納
得
し
て
い

な
い
上
に
、出
来
高
も
そ
ん
な
に
な
い
は
ず
。

　

相
談
員
の
回
答
は
、契
約
や
請
求
を
納
得
し
て
い
な

い
こ
と
を
前
提
に
交
渉
し
て
く
だ
さ
い
、で
し
た
。

南
側
隣
接
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に
よ
る
環
境
悪
化

　
一
般
の
方
か
ら
の
相
談
で
す
。敷
地
南
側
に
隣
接
す

る
土
地
に
マ
ン
シ
ョ
ン
建
築
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。敷

地
内
に
法
律
ギ
リ
ギ
リ
で
建
て
ら
れ
る
状
況
の
よ
う
で

す
。日
照
や
通
風
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、工
事
中
の
振
動
騒

音
な
ど
環
境
悪
化
が
予
想
さ
れ
ま
す
。図
面
や
法
的

な
見
落
と
し
が
な
い
か
知
り
た
い
。ま
た
、事
前
説
明
に

業
者
が
来
る
予
定
な
の
で
、そ
の
時
の
対
応
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
頂
き
た
い
。

法
が
守
ら
れ
て
い
る
以
上
は

　

相
談
員
の
回
答
で
す
。高
さ
規
定
を
始
め
用
途
規

制
等
も
ク
リ
ア
し
て
い
る
よ
う
で
す
。確
認
申
請
が
通
っ

て
い
る
以
上
、日
影
規
制
も
ク
リ
ア
し
て
い
る
と
思
わ
れ

ま
す
が
、心
配
で
あ
れ
ば
正
確
な
日
影
図
の
提
出
を
求

め
て
く
だ
さ
い
。建
設
を
中
止
す
る
こ
と
は
困
難
だ
と

思
わ
れ
ま
す
。

ふ
わ
っ
と
し
た
納
得
で
き
な
い
こ
と

　
こ
の
手
の
相
談
の
ほ
と
ん
ど
は﹁
感
覚
的
に
、感
情
的

に
納
得
出
来
な
い
﹂こ
と
を
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
問

わ
れ
て
お
り
技
術
的
に
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
こ
と
が

多
い
で
す
。面
接
相
談
は
、電
話
相
談
に
比
べ
て﹁
難
し

い
﹂と
い
う
こ
と
を
伝
え
や
す
い
相
談
形
態
で
す
。﹁
難

し
い
﹂と
は
っ
き
り
伝
え
、相
談
者
自
身
で
相
手
と
交
渉

を
し
な
が
ら
、最
後
に
あ
る
程
度
納
得
す
る
形
に
な
る

よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

建
築
相
談
室
か
ら 

三
十
三

面
接
相
談
か
ら

　

文　

橋
本
頼
幸

　

今
回
は
二
〇
一
七
年
度
の
面
談
相
談
か
ら
不
動
産
業

者
か
ら
の
相
談
、設
計
監
理
料
の
キ
ャ
ン
セ
ル
、隣
地
建
設

に
伴
う
環
境
変
化
に
関
す
る
相
談
を
取
り
上
げ
ま
す
。

建
売
業
者
か
ら

　

建
売
業
者
か
ら
の
相
談
で
す
。週
刊
誌
で
欠
陥
住
宅

を
た
く
さ
ん
作
っ
て
い
る
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
工
務

店
で
施
工
し
た
物
件
が
売
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。残

金
を
請
負
の
三
割
程
度
残
し
て
い
た
と
こ
ろ
弁
護
士
か

ら
請
求
が
来
た
。完
了
検
査
も
瑕
疵
保
険
検
査
も
終

わ
っ
て
い
る
。建
築
士
と
し
て
見
て
意
見
書
が
ほ
し
い
。

週
刊
誌
の
記
事
だ
け
で
は

　

以
下
は
相
談
員
の
回
答
で
す
。完
了
検
査
も
瑕
疵

保
険
検
査
も
終
わ
っ
て
い
る
状
態
で
は
、大
き
な
問
題
は

な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。支
払
い
を
止
め
る
理
由
に
は
な

り
ま
せ
ん
。意
見
書
は
可
能
で
す
が
、目
視
中
心
で
す
の

で
目
的
に
足
る
意
見
書
に
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
の
キ
ャ
ン
セ
ル
料

　
一
般
の
方
か
ら
の
相
談
で
す
。土
地
を
購
入
し
、ハ
ウ

ス
メ
ー
カ
ー
で
自
宅
建
設
を
検
討
し
て
、依
頼
し
た
。ま

ず
設
計
の
申
込
み
と
し
て
五
〇
万
円
を
支
払
っ
た
。営

業
の
対
応
や
提
案
が
自
分
の
希
望
と
合
わ
な
か
っ
た
の

で
、キ
ャ
ン
セ
ル
を
し
た
と
こ
ろ
、一
〇
万
円
し
か
返
金
さ

れ
な
い
と
い
う
。納
得
で
き
な
い
。申
込
み
時
に
支
払
い

を
求
め
る
の
は
一
般
的
な
の
か
知
り
た
い
。

提
案
や
図
面
の
提
出
に
は

　

相
談
員
の
回
答
で
す
。着
手
金
は
不
当
で
は
な
い

が
、減
額
交
渉
の
余
地
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。た
だ
し
、

提
案
を
ま
と
め
た
り
図
面
を
作
成
し
た
り
す
る
に
は
一

般
的
に
費
用
が
必
要
で
す
。争
う
こ
と
が
前
提
で
あ
れ

ば
、民
間
総
合
調
停
セ
ン
タ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。書
類

や
成
果
品
に
加
え
て
打
ち
合
わ
せ
の
記
録
を
ま
と
め
て

お
く
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
　

理
事
会
報
告　
　
　

文
責　

本
会
事
務
局

日
時 

十
二
月
十
九
日︵
水
︶
十
六
時
～
十
七
時
半

場
所 

本
会
会
議
室

出
席 

理
事
三
二
名 

監
事
二
名

 
 
 

名
誉
会
長
他
八
名

︵
１
︶
一
一
月
の
当
期
経
常
増
減
額
は
、
収
入
九
、

三
六
九
、三
〇
九
円
、
支
出
一
五
、四
一
八
、五
〇

八
円
、
差
引
△
六
、〇
四
九
、一
九
九
円
で
、
本
年

度
累
計
の
収
支
差
引
一
三
、四
〇
九
、五
二
二
円
を

報
告
し
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

試
験
事
業
は
決
算
調
整
を
残
し
て
予
算
通
り
の
執

行
見
込
み
で
す
。

定
期
講
習
は
今
後
の
五
回
開
催
に
よ
る
収
入
増
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
、
省
エ
ネ
講
習
は
収
入
が
確
定
し

て
い
る
受
託
事
業
で
あ
る
こ
と
、
登
録
事
業
は
一
二

～
一
月
が
登
録
集
中
期
間
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
年
度
末
に
予
算
に
近
似
す
る
見
込
み
で
す
。

既
存
住
宅
状
況
調
査
技
術
者
講
習
は
す
べ
て
を
終

了
し
、
当
初
予
測
よ
り
も
受
講
者
が
減
少
し
た
こ

と
に
よ
り
予
算
を
下
回
る
こ
と
が
確
定
し
ま
し
た
。

耐
震
評
価
業
務
は
予
算
比
約
一
四
〇
％
で
、
引
続

き
複
数
の
小
規
模
建
築
物
の
申
請
予
定
が
あ
り
、

増
収
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

公
益
目
的
事
業
の
現
在
の
収
支
差
引
は
予
算
比
約

七
〇
％
で
、
全
体
で
は
約
二
〇
〇
〇
万
円
弱
の
黒

字
に
推
移
し
て
い
ま
す
。

︵
２
︶
大
阪
府
の
景
観
整
備
機
構
の
指
定
に
関
す

る
手
続
要
領
が
平
成
三
〇
年
一
一
月
に
施
行
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
て
、
本
会
が
府
の
景
観
整
備
機
構

に
指
定
申
請
を
行
い
、
景
観
整
備
・
保
全
等
に
係

わ
る
活
動
を
行
う
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

︵
３
︶
泉
佐
野
市
の
特
定
空
家
撤
去
工
事
の
包
括

業
務
委
託
に
つ
い
て
、
一
一
月
度
理
事
会
の
意
見

を
反
映
し
た
仕
様
書
に
よ
り
、
市
と
契
約
を
行
っ

た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。



『景観材シリーズ 　　　
　　　　ノミズStream』

野水瓦産業株式会社

https://www.nomizu.co.jp/index.php
http://www.stream-nomizu.jp/index.html

取材：河合哲夫／建築情報部門委員

■淡路瓦のお問い合わせ先
　淡路瓦工業組合
　兵庫県南あわじ市湊 134
　Tel.0799-38-0570　Fax.0799-37-2030
　　info@a-kawara.jp
　　http://www.a-kawara.jp/

　淡路島は、イザナギとイザナミノミコトに
よる国生み伝説の地であるように、日本にお
いて最も古い歴史を持つ土地の一つであるよ
うです。瓦の製造技術が 400 年前に伝えら
れて以来、淡路島は南あわじ市を中心に日本
三大瓦の産地として発展し、伝統を受け継ぎ
ながら新しい技術開発を続け、私たちの暮ら
しに貢献してきました。
　瓦は、一年を通じて激しく変化する日本の
気候に対して抵抗したり融和したりしなが
ら、火災や台風からも私たちの暮らしを守っ
てくれる建築外装材として、特にその中でも
過酷な環境に曝される屋根葺き材として進化
を続けています。
　しかし瓦は、屋根葺き材としてだけではな
く、そのタフな性能と魅力のある素材感を活
かして、屋根以外の内外装材や小物類などと
して古くから使われ、私たちの身体と心を満
足させてくれています。

　今回紹介する野水瓦産業株式会社も、屋根
瓦の製造を主軸として、その品質と生産性を
向上させてきたと同時に、瓦の新しい可能性

の探求を続けています。
　瓦を床、壁や外構の仕上げ材として使用す
ることは、古くから行われてきましたが、野
水瓦産業株式会社では、その分野において、
瓦の魅力を最大限に引き出す製品を数多く輩
出しています。
　敷瓦シリーズ「韻」は、伝統的な敷瓦をモ
ダンな空間で使いやすいように、豊富なサイ
ズバリエーションが揃えられているだけでな
く、「いぶし」の仕上げに加え窯変を活かし
た深みのある変化を楽しめる「焔／ほむら」、
表面をペーパー掛けすることで経年変化の中
で古びていく美しさを醸し出す「古色」、緩
やかなふくらみのある表面形状の「暈／かさ
ね」等、いずれも、瓦らしく光を鈍く反射さ
せながらそれぞれ特徴のある魅力的な表情を
見せてくれます。
　壁材においても、ボーダー瓦「銀奏」は、
壁面に深い陰影を生み出し、日本の美意識に
根差した品格を持ちながら、印象的な強い個
性を発揮する素材です。
　淡路島出身の著名プロダクトデザイナーと
コラボレートするプロジェクトは、本誌 11

月号でも紹介しましたが、野水瓦産業株式会
社も参画企業三社のひとつです。同社は、得
意とする壁材を担当するとのことで、「デザ
イナーによるデザイン案を実現に向けて試作
していくところです」と、野水直哉専務取締
役から数々の製品の説明ととも聞かされる
と、まだ見ぬ新しいチャレンジの完成に期待
が膨らみました。
　新たな挑戦を続け、それが着実な質を生み
出していくのは、国生み伝説を持つ古い歴史
とそこで受け継がれる気質が牽引するのでは
ないかと感じた取材でした。
　同社の景観材シリーズを集めたホームペー
ジに、ぜひ一度アクセスして下さい。
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2006－01
創刊号 建
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2006－03 建
築
人

2006－04 建
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人

2006－05 建
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2006－06 建
築
人

2006－07 建
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人

2006－08

建
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2006－09 建
築
人

2006－10 建
築
人

2006－11 建
築
人

2006－12 建
築
人

2007－01 建
築
人

2007－02 建
築
人

2007－03 建
築
人

2007－04

建
築
人

2007－05 建
築
人

2007－06 建
築
人

2007－07 建
築
人

2007－08 建
築
人

2007－09 建
築
人

2007－10 建
築
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2007－11 建
築
人

2007－12

建
築
人

2008－01 建
築
人

2008－02 建
築
人

2008－03 建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.526 2008.04

建築士のあり方と建築士法の改正

未来路女性病院

視えなかった自画像
超高層建築の可能性について
制震技術適用における構造設計者の取り組み

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.527 2008.05

改正法と専攻建築士制度との連携

ふんだんな教会

原　　風　　景
千里ニュータウンの再生課題
ニュータウン再生計画モデル試論

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.528 2008.06

資格取得における実務経験について

セブランス・ユバ外科

「建築のつかまえ方」
ニュータウン再生計画モデル試論
ニュータウン再生への処方箋

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.529 2008.07

改正建築士法の課題とこれからの建築士像①

ヌリマル APECハウス

建 築 と 写 真
環境共生建築………エコロジカルな学校建築の姿
環境建築のパッシブ型エネルギーフロー設計法

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.530 2008.08

改正建築士法の課題とこれからの建築士像②

PENIEL教会教育館

建 築 の 快 楽
懐 か し い 未 来

クリエイティブなオフィスをつくる

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.531 2008.09

建築士と建築士事務所すなわち資格と業について

釜山地方報勳庁舍

建 築 の 記 憶
高齢者住宅の普及状況と課題

介護老人吹田竜ケ池ホーム・高齢者向け竜ケ池ハウスの計画事例福祉施設　　　　　　　　　　　　　　　　  優良賃貸住宅

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.532 2008.10

新制度 構造設計一級建築士に期待する

五六島を形象化した南区庁舍

心 に 残 る 風 景
構造デザインの可能性

建築デザインとテクノロジーの融合－“アーキニアリング・デザイン展2008”のめざすもの

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.533 2008.11

建築設備設計技術者の資格について

釜山女性家族開発院

建 築 の 構 造 と 光
商業施設のリファイン建築「クイズ溝の口」

再 生 す る 建 築

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.534 2008.12

これからの建築教育 建築士制度改正を見据えて

自然の建築・建築の自然

建 築 と 材 料
高強度・高性能コンクリートの実施例－The Kitahama Tower－

ひび割れのないコンクリートの造り方／
コンクリートの性質と打設の要点

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.535 2009.01

設計施工一括方式と建築士

文化ゴルモック（路地）

建 築 と 物 語
素材としてのコンクリートの魅力と可能性について
コンクリートの養生／硬化コンクリートの品質確認

（ ま ち ）

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.536 2009.02

改正建築基準法の施行と今後の建築行政について

Gallery 眼 鏡

「空虚な華やかさ」
鉄筋コンクリート構造とは

コンクリート構造物の品質と美観を左右する締固め作業

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.537 2009.03

建築士制度の見直しについて

Rak'nWok（Chinese restaurant）

生 き つ づ け る 建 築
外断熱工法のよりいっそうの普及をはかるには
「外断熱からはじまるマンション選び」

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.538 2009.04

建築士に期待すること：耐震偽装事件をうけて
前川國男自邸－木造モダニズムに託されたもの

安 住 の 家

卒業設計に見るビルディングタイプ
京阪電車中之島線が拓くまちづくり
街のブランディングと中之島の粋（エスプリ）

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.539 2009.05

建築士の覚悟を問う
震災の教訓と建築士の役割

神奈川県立図書館・音楽堂―「一筆書き」の空間構成へ
保健所及び開かれた空間

設計事務所の名前
耐震化の促進に向けて

大地震を受ける超高層建物の被害軽減を目的とした
E-ディフェンス実験

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.540 2009.06

一億総住育のすすめ
聖アンセルモ教会－簡素であることの豊かさ
中小企業職業訓練人力開発センター

日本建築学会賞の受賞年齢
省エネ法の改正概要とこれからの住宅の省エネルギー
日本の常識は世界の非常識

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.541 2009.07

大学院・インターンシップ制度について
旧・井上房一郎邸-レーモンドの空間を今に伝える

釜山広域市東区庁舎

建築における地域格差
ICT化が学校を変える－「スクール・ニューディール構想」の意義と可能性
意匠論－建築と疲労－量を担った技術を考える

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.542 2009.08

これこそ「偽装列島ニッポン」に相応しい建築行政か
大阪新歌舞伎座－村野藤吾の自在なデザインの妙
KONGSBERG Maritime Korea

シュリンクする建築設計業
一般照明用LEDの技術動向
CASBEEと地球温暖化問題

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.543 2009.09

バリアフリー改修と改正建築基準法について
高島屋東京店増築－華麗なる増築デザイン

G カ フ ェ

グーグルで見るモダニズムの巨匠
日常災害と建築デザイン

高齢者の居住の安定確保に関する法律の一部を改正する法律の概要

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.544 2009.10

建築士会としての気概に期待しつつ
北國銀行武蔵ヶ辻支店－初期作品の意味

美 笑 療 養 病 院

どこへ行く？建築家の留学先
適材適所による「ハイブリッド構造」
インスタレーションが示唆するもの

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.545 2009.11

構造設計一級建築士の課題と展望
神奈川県立近代美術館－モダニズム精神の結晶

金明女子高等学校

増加する建築展覧会
集住体デザインの可能性について
住まいの総体が描きだす「建築美」をめざして

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.546 2009.12

制度の上に胡座を構く
旧・飯箸邸̶帰国後の第一作に込められたもの

履 道 斎

どちらに座る？東海道新幹線
伝統的木造構法と現代

身近な文化財を活かすために

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.547 2010.01

建築デザインと地域と建築士
大学セミナー・ハウス－群造形に込められたもの
釜山市中区 青少年文化の家

「良いクライアント」の条件
南海ターミナルビル再生計画 デベロッパーの立場から

南海ターミナルビル再生計画 設計者の立場から

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.548 2010.02

職能としての建築家の役割
国立西洋美術館－ル・コルビュジエが託したもの
バルドロプ（Waldorf）リンゴの木学校

これからの10年間に出る本
新しいデザインの潮流

自然と人がつくる循環する建築

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.549 2010.03

建築士と建築士会がなすべきこと
名護市庁舎－建築の原風景を求めて

抽象的自然－自然的空間

建築学科の人気失墜？
伝統建築を保存する技と知恵
時代を継承し、共鳴し合う小林聖心女子学院校舎群

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

水 都 創 生

記憶の建築

No.550 2010.04

ウォーターフロント開発の変遷と今後の展望
聖クララ教会－戦後復興の祈りの空間

匠 と 道 具
街の再生、都市の再生－その多様化と仕組み

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

「界」の建築家　石井 修

記憶の建築

No.551 2010.05

－インタビューを振り返って－
広島平和記念資料館－平和をつくる工場

建築と用材－道具と製材の歴史－
引き継いでゆく「水都大阪」

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

水 都 創 生

記憶の建築

No.552 2010.06

水辺の風景づくりの今
世界平和記念聖堂－時間に耐える祈りの空間

大 工 の 技
マーケット・リサーチによる「太陽光パネル普及推進の光と影」

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

建築士の心構え

記憶の建築

No.553 2010.07

遊び心で「余白」をつくろう
戦没学徒を記念する広場－思考の空間を築く

適 材 適 所
イノベーションから見た都市環境のあり方

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

水 都 創 生

記憶の建築

No.554 2010.08

水都大阪のまちづくりの展望と課題
愛知県立芸術大学－丘の上の原っぱと建築群

工 匠 と 儀 式
上本町YUFURA建設工事（上本町新歌舞伎座ビル）

建
築
人 

12
2015

建築人No.559 2011.01

工匠の技と心

テクノロジー

「界」の建築家

記憶の建築

「目神山の家3」 明日に伝える「住み続けていく」という理念
森五商店東京支店－デビュー作に託されたもの

削 る
古代を解く：唐招提寺金堂の保存修理を終えて

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

水都創生

記憶の建築

海洋大国としての認識の必要性
法政大学55・58年館－自由な精神を宿す空間

千代鶴と江戸熊の鑿
古い団地住棟のスケルトン改修

No.560 2011.02 建築人
工匠の技と心

テクノロジー

建築士の心構え

記憶の建築

ムラの住まいを考える－和歌山での題材を通して
京都会館－そのたたずまいに込められたもの

堂宮大工  －時代を超えて受け継ぐもの－
既存超高層建物の長周期地震動対策

No.561 2011.03 建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

4
2011 No.562

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

5
2011 No.563

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

6
2011 No.564

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

7
2011 No.565

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

8
2011 No.566

9
2011 No.567

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

10
2011 No.568

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

11
2011 No.569

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

12
2011 No.570

建築人
KENCHIKUJIN SINCE1964

建
築
人

2006－01
創刊号 建

築
人

2006－02 建
築
人

2006－03 建
築
人

2006－04 建
築
人

2006－05 建
築
人

2006－06 建
築
人

2006－07 建
築
人

2006－08 建
築
人

2006－09 建
築
人

2006－10 建
築
人

2006－11 建
築
人

2006－12

建
築
人

2007－01 建
築
人

2007－02 建
築
人

2007－03 建
築
人

2007－04 建
築
人

2007－05 建
築
人

2007－06 建
築
人

2007－07 建
築
人

2007－08 建
築
人

2007－09 建
築
人

2007－10 建
築
人

2007－11 建
築
人

2007－12

建
築
人

2008－01 建
築
人

2008－02 建
築
人

2008－03 建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.526 2008.04

建築士のあり方と建築士法の改正

未来路女性病院

視えなかった自画像
超高層建築の可能性について
制震技術適用における構造設計者の取り組み

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.527 2008.05

改正法と専攻建築士制度との連携

ふんだんな教会

原　　風　　景
千里ニュータウンの再生課題
ニュータウン再生計画モデル試論

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.528 2008.06

資格取得における実務経験について

セブランス・ユバ外科

「建築のつかまえ方」
ニュータウン再生計画モデル試論
ニュータウン再生への処方箋

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.529 2008.07

改正建築士法の課題とこれからの建築士像①

ヌリマル APECハウス

建 築 と 写 真
環境共生建築………エコロジカルな学校建築の姿
環境建築のパッシブ型エネルギーフロー設計法

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.530 2008.08

改正建築士法の課題とこれからの建築士像②

PENIEL教会教育館

建 築 の 快 楽
懐 か し い 未 来

クリエイティブなオフィスをつくる

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.531 2008.09

建築士と建築士事務所すなわち資格と業について

釜山地方報勳庁舍

建 築 の 記 憶
高齢者住宅の普及状況と課題

介護老人吹田竜ケ池ホーム・高齢者向け竜ケ池ハウスの計画事例福祉施設　　　　　　　　　　　　　　　　  優良賃貸住宅

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.532 2008.10

新制度 構造設計一級建築士に期待する

五六島を形象化した南区庁舍

心 に 残 る 風 景
構造デザインの可能性

建築デザインとテクノロジーの融合－
“アーキニアリング・デザイン展2008”のめざすもの

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.533 2008.11

建築設備設計技術者の資格について

釜山女性家族開発院

建 築 の 構 造 と 光
商業施設のリファイン建築「クイズ溝の口」

再 生 す る 建 築

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.534 2008.12

これからの建築教育 建築士制度改正を見据えて

自然の建築・建築の自然

建 築 と 材 料
高強度・高性能コンクリートの実施例

－The Kitahama Tower－

ひび割れのないコンクリートの造り方／
コンクリートの性質と打設の要点

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.535 2009.01

設計施工一括方式と建築士

文化ゴルモック（路地）

建 築 と 物 語
素材としてのコンクリートの魅力と可能性について
コンクリートの養生／硬化コンクリートの品質確認

（ ま ち ）

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.536 2009.02

改正建築基準法の施行と今後の建築行政について

Gallery 眼 鏡

「空虚な華やかさ」
鉄筋コンクリート構造とは

コンクリート構造物の品質と美観を左右する締固め作業

建築人kenchikujin
建／築／・／心　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

釜／山／の／建／築

No.537 2009.03

建築士制度の見直しについて

Rak'nWok（Chinese restaurant）

生 き つ づ け る 建 築
外断熱工法のよりいっそうの普及をはかるには
「外断熱からはじまるマンション選び」

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.538 2009.04

建築士に期待すること：耐震偽装事件をうけて
前川國男自邸－木造モダニズムに託されたもの

安 住 の 家

卒業設計に見るビルディングタイプ
京阪電車中之島線が拓くまちづくり
街のブランディングと中之島の粋（エスプリ）

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.539 2009.05

建築士の覚悟を問う
震災の教訓と建築士の役割

神奈川県立図書館・音楽堂―「一筆書き」の空間構成へ
保健所及び開かれた空間

設計事務所の名前
耐震化の促進に向けて

大地震を受ける超高層建物の被害軽減を目的とした
E-ディフェンス実験

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.540 2009.06

一億総住育のすすめ
聖アンセルモ教会－簡素であることの豊かさ
中小企業職業訓練人力開発センター

日本建築学会賞の受賞年齢
省エネ法の改正概要とこれからの住宅の省エネルギー
日本の常識は世界の非常識

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.541 2009.07

大学院・インターンシップ制度について
旧・井上房一郎邸-レーモンドの空間を今に伝える

釜山広域市東区庁舎

建築における地域格差
ICT化が学校を変える－「スクール・ニューディール構想」の意義と可能性
意匠論－建築と疲労－量を担った技術を考える

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.542 2009.08

これこそ「偽装列島ニッポン」に相応しい建築行政か
大阪新歌舞伎座－村野藤吾の自在なデザインの妙
KONGSBERG Maritime Korea

シュリンクする建築設計業
一般照明用LEDの技術動向
CASBEEと地球温暖化問題

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.543 2009.09

バリアフリー改修と改正建築基準法について
高島屋東京店増築－華麗なる増築デザイン

G カ フ ェ

グーグルで見るモダニズムの巨匠
日常災害と建築デザイン

高齢者の居住の安定確保に関する法律の一部を改正する法律の概要

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.544 2009.10

建築士会としての気概に期待しつつ
北國銀行武蔵ヶ辻支店－初期作品の意味

美 笑 療 養 病 院

どこへ行く？建築家の留学先
適材適所による「ハイブリッド構造」
インスタレーションが示唆するもの

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.545 2009.11

構造設計一級建築士の課題と展望
神奈川県立近代美術館－モダニズム精神の結晶

金明女子高等学校

増加する建築展覧会
集住体デザインの可能性について
住まいの総体が描きだす「建築美」をめざして

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.546 2009.12

制度の上に胡座を構く
旧・飯箸邸̶帰国後の第一作に込められたもの

履 道 斎

どちらに座る？東海道新幹線
伝統的木造構法と現代

身近な文化財を活かすために

建築人
　工匠の技と心「界」の建築家　石井 修

記憶の建築

No.555 2010.09

－「目神山の家７」のたどった稀有な足跡－
旧・秋ノ宮村役場－山里の朗らかな近代建築

大 工 の く ら し

建築人No.556 2010.10

工匠の技と心

テクノロジー

水 都 創 生

記憶の建築

都市における水辺空間の創造
ホテルフジタ京都－生き続ける建築とは何か

はかる・しるす －墨掛道具－
低炭素社会と“ZEB”

建築人No.557 2010.11

工匠の技と心

テクノロジー

建築士の心構え

記憶の建築

「自分の役割」を考えながら行動する
京都大学総合体育館－空間造形の根源を求めて

挽き切る －鋸－
カタツムリに学ぶ住宅材料の防汚・抗菌技術

建築人No.558 2010.12

工匠の技と心

テクノロジー

水都創生

記憶の建築

「イギリスの水辺都市再生」から見た大阪湾の可能性
倉敷アイビースクエア－過去と未来をつなぐ

うがつ（穿つ）
東京スカイツリーの構造設計

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.547 2010.01

建築デザインと地域と建築士
大学セミナー・ハウス－群造形に込められたもの
釜山市中区 青少年文化の家

「良いクライアント」の条件
南海ターミナルビル再生計画 デベロッパーの立場から

南海ターミナルビル再生計画 設計者の立場から

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.548 2010.02

職能としての建築家の役割
国立西洋美術館－ル・コルビュジエが託したもの
バルドロプ（Waldorf）リンゴの木学校

これからの10年間に出る本
新しいデザインの潮流

自然と人がつくる循環する建築

建築人kenchikujin
デ／ー／タ／ス／コ／ー／プ

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

テ／ク／ノ／ロ／ジ／ー　

建／築／士／の／行／方

記／憶／の／建／築

釜／山／の／建／築

No.549 2010.03

建築士と建築士会がなすべきこと
名護市庁舎－建築の原風景を求めて

抽象的自然－自然的空間

建築学科の人気失墜？
伝統建築を保存する技と知恵
時代を継承し、共鳴し合う小林聖心女子学院校舎群

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

水 都 創 生

記憶の建築

No.550 2010.04

ウォーターフロント開発の変遷と今後の展望
聖クララ教会－戦後復興の祈りの空間

匠 と 道 具
街の再生、都市の再生－その多様化と仕組み

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

「界」の建築家　石井 修

記憶の建築

No.551 2010.05

－インタビューを振り返って－
広島平和記念資料館－平和をつくる工場

建築と用材－道具と製材の歴史－
引き継いでゆく「水都大阪」

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

水 都 創 生

記憶の建築

No.552 2010.06

水辺の風景づくりの今
世界平和記念聖堂－時間に耐える祈りの空間

大 工 の 技
マーケット・リサーチによる「太陽光パネル普及推進の光と影」

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

建築士の心構え

記憶の建築

No.553 2010.07

遊び心で「余白」をつくろう
戦没学徒を記念する広場－思考の空間を築く

適 材 適 所
イノベーションから見た都市環境のあり方

建築人
工匠の技と心

テクノロジー

水 都 創 生

記憶の建築

No.554 2010.08

水都大阪のまちづくりの展望と課題
愛知県立芸術大学－丘の上の原っぱと建築群

工 匠 と 儀 式
上本町YUFURA建設工事（上本町新歌舞伎座ビル）

2016-2018 2006-2015

建築人 No.655  平成31年1月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-1961

2019

建
築
人 

1


